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香川高等専門学校と連携協力に関する協定の
調印式で固く握手をする嘉門雅史学校長と伊
藤市長。この協定は、双方が有する人的・物
的資源を活用し、地域社会の振興と発展、教
育研究の充実を目的とするものです。
　　　　　　　　　　（関連記事２ページ）

香川高等専門学校と連携協力に関する協定の
調印式で固く握手をする嘉門雅史学校長と伊
藤市長。この協定は、双方が有する人的・物
的資源を活用し、地域社会の振興と発展、教
育研究の充実を目的とするものです。
　　　　　　　　　　（関連記事２ページ）

西条市防災対策研究協議会設立西条市防災対策研究協議会設立
香川高等専門学校と連携協力協定締結etc香川高等専門学校と連携協力協定締結etc

ベトナムの防災教育行政担当者が来西etcベトナムの防災教育行政担当者が来西etc
栄典受章、市内団体国土交通大臣表彰受賞
市議会７月臨時会、ミストシャワー設置etc
栄典受章、市内団体国土交通大臣表彰受賞
市議会７月臨時会、ミストシャワー設置etc
平成23年度決算報告平成23年度決算報告
早稲田大学鳥越研究室ゼミ合宿
節電へのご理解とご協力etc
早稲田大学鳥越研究室ゼミ合宿
節電へのご理解とご協力etc



　

香
川
高
専
は
、
高
松
と
詫
間
の
２
つ
の
キ

ャ
ン
パ
ス
を
有
す
る
中
国
四
国
地
区
で
最
大

規
模
の
高
等
専
門
学
校
で
す
。
複
合
化
す
る

科
学
技
術
に
対
応
す
る
た
め
、
創
造
基
礎
工

学
系
と
電
子
情
報
通
信
工
学
系
の
２
工
学
系

に
大お

お
ぐ
く括
り
化
し
、
創
造
性
を
育
む
教
育
の
一

層
の
質
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
香
川
高
専
は
、
四
国
地
区
高
専
の

拠
点
校
と
し
て
、「
四
国
地
区
高
専
地
域
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」
の
事
務
局
が
設

置
さ
れ
、
四
国
地
区
高
専
が
連
携
し
て
行
う

技
術
シ
ー
ズ
と
ニ
ー
ズ
の
マ
ッ
チ
ン
グ
お
よ

び
技
術
相
談
、
共
同
研
究
等
の
産
学
官
連
携

活
動
な
ど
に
関
す
る
業
務
等
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。

　

香
川
高
専
の
嘉
門
学
校
長
に
は
、
５
月
19

日
に
総
合
文
化
会
館
で
開
催
し
た
「
港
湾
フ

ォ
ー
ラ
ム
『
地
震
・
津
波
・
液
状
化
』
そ
の

取
り
組
み
～
災
害
に
強
い
み
な
と
を
考
え
る

～
」
に
お
い
て
、
ご
講
演
を
賜
り
、
改
め
て

防
災
対
策
の
重
要
性
を
知
る
機
会
を
持
つ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
市
が
日
本
経
済
団
体
連
合
会
と

進
め
る
「
西
条
農
業
革
新
都
市
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
に
お
い
て
も
、
農
業
栽
培
技
術
の
可
視

化
に
つ
い
て
、
香
川
高
専
が
有
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ

技
術
を
活
用
し
た
共
同
研
究
が
始
ま
ろ
う
と

し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
協
定
締
結
を
契
機
と
し
て
、
産
業

・
文
化
・
教
育
な
ど
、
地
域
の
振
興
に
係
る

様
々
な
分
野
で
の
連
携
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
「
香
川
高
専
に
お
け
る
教
育
・
研
究
の
充

実
」
と
「
当
市
に
お
け
る
地
域
社
会
の
振
興

と
発
展
」
の
両
面
で
、
相
互
に
多
大
な
プ
ラ

ス
効
果
が
現
れ
る
よ
う
積
極
的
に
連
携
活
動

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

■
問
合
せ

市
庁
舎
本
館　

農
業
革
新
都
市
推
進
室

ＴＥＬ
０
８
９
７
―
５
２
―
１
２
８
０

※
Ｉ
Ｃ
Ｔ
…
情
報
・
通
信
に
関
連
す
る
技
術

　

一
般
の
総
称
。

　

７
月
27
日
、
香
川
高
等
専
門
学
校
（
以
下
、
香
川
高
専
）
の
嘉
門
雅
史
学
校
長
ほ
か
学
校

関
係
者
の
ご
出
席
の
も
と
、
西
条
市
役
所
で
連
携
協
力
に
関
す
る
協
定
の
調
印
式
を
執
り
行

い
ま
し
た
。
こ
の
協
定
は
香
川
高
専
と
西
条
市
の
連
携
協
力
に
よ
り
、
双
方
が
有
す
る
人

的
・
物
的
資
源
を
活
用
し
、
個
性
豊
か
な
地
域
社
会
の
形
成
お
よ
び
地
域
課
題
の
解
決
を
図

り
、
地
域
社
会
の
振
興
と
発
展
、
教
育
・
研
究
の
充
実
を
目
的
と
す
る
も
の
で
す
。

香
川
高
等
専
門
学
校
と

連
携
協
力
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
　

７
月
24
日
、
中
華
人
民
共
和
国
の
国
家
重

点
大
学
で
あ
り
、
江
沢
民
元
国
家
主
席
の
母

校
と
し
て
も
知
ら
れ
る
上
海
交
通
大
学
か
ら
、

馬
德
秀
校
務
委
員
会
主
任
ほ
か
６
名
の
方
が
、

西
条
農
業
革
新
都
市
の
視
察
に
西
条
市
を
訪

れ
ま
し
た
。

　

西
条
市
・
住
友
化
学
な
ど
当
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
関
係
者
と
の
意
見
交
換
の
場
に
お
い
て
は
、

取
り
組
み
が
進
ん
で
い
る
先
進
農
業
に
関
す

る
質
問
の
ほ
か
に
も
、
豊
か
な
地
下
水
が
存

在
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
関
す
る
質
問
な
ど
が

出
さ
れ
、
西
条
の
豊
か
な
自
然
環
境
に
対
し

て
も
強
い
関
心
を
示
さ
れ
ま
し
た
。

■
問
合
せ

市
庁
舎
本
館　

農
業
革
新
都
市
推
進
室

ＴＥＬ
０
８
９
７
―
５
２
―
１
２
８
０

上
海
交
通
大
学
来
西

西
条
農
業
革
新
都
市
を
視
察

　

①
地
域
振
興
お
よ
び
産
業
振
興
に
関

　
　

す
る
こ
と

　

②
教
育
お
よ
び
文
化
の
振
興
、
発
展

　
　

に
関
す
る
こ
と

　

③
人
材
育
成
に
関
す
る
こ
と

　

④
そ
の
他
、
前
条
の
目
的
を
達
成
す

　
　

る
た
め
に
必
要
な
事
項

【
協
定
の
連
携
・
協
力
事
項
】

▲協定書を持つ伊藤市長と嘉門学校長（調印式出席の皆さん）

▲意見交換会の様子
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今
後
30
年
以
内
に
は
60
パ
ー
セ
ン
ト
程
度

の
確
率
で
、
東
南
海
・
南
海
地
震
の
発
生
が

想
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
、

防
災
・
減
災
対
策
の
強
化
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、

７
月
27
日
、
地
域
特
性
を
活
か
し
た
災
害
に

強
い
ま
ち
づ
く
り
を
検
討
す
る
た
め
に
、
防

災
・
減
災
対
策
の
研
究
者
及
び
防
災
関
連
機

関
の
関
係
者
で
構
成
す
る
「
西
条
市
防
災
対

策
研
究
協
議
会
」
を
設
立
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
議
会
の
委
員
に
、
香
川
高
等
専
門

学
校
や
京
都
大
学
防
災
研
究
所
、
独
立
行
政

法
人
港
湾
空
港
技
術
研
究
所
、
愛
媛
大
学
防

災
情
報
研
究
セ
ン
タ
ー
、
東
京
海
洋
大
学
等

か
ら
、
津
波
、
液
状
化
、
地
質
学
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
等
の
研
究
者
を
、
ま
た
、
５
月
に
災
害

応
援
協
定
を
締
結
し
た
福
島
県
相
馬
市
の
防

災
担
当
者
、
自
衛
隊
員
等
災
害
現
場
で
の
活

動
経
験
を
持
つ
専
門
家
な
ど
に
ご
就
任
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
、
協
議
会
で
は
、
平
成
16
年
災
害
か

ら
取
り
組
ん
で
来
た
防
災
・
減
災
対
策
の
検

証
や
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
踏
ま
え
た
専

門
的
知
見
を
取
り
入
れ
、
中
央
防
災
会
議
や

県
の
被
害
想
定
を
も
参
考
に
し
て
、
地
域
防

災
計
画
の
見
直
し
や
今
後
の
新
た
な
防
災
・

減
災
事
業
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
消
防
団
員
や
防
災
士
、
自
治
会
関

係
者
等
、
防
災
・
減
災
に
携
わ
っ
て
お
ら
れ

る
方
々
に
も
協
議
会
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、

そ
う
し
た
方
々
の
ご
意
見
も
広
く
聞
き
な
が

ら
、
研
究
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

協
議
会
を
通
し
て
、
東
日
本
大
震
災
の
教

訓
を
踏
ま
え
た
ご
提
言
を
い
た
だ
き
、
当
市

の
地
域
特
性
を
踏
ま
え
た
新
た
な
防
災
・
減

災
対
策
に
取
り
組
み
、
「
災
害
に
強
い
ま
ち

・
西
条
」
を
実
現
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
協
議
会
は
、
平
成
24
・
25
年
度
で
、

計
６
回
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。　

              

■
問
合
せ
　
市
庁
舎
本
館　

危
機
管
理
課

ＴＥＬ
０
８
９
７
―
５
２
―
１
２
８
１

　

〜「
災
害
に
強
い
ま
ち
・
西
条
」の
実
現
を
め
ざ
し
て
〜

西
条
市
防
災
対
策
研
究
協
議
会
を
設
立
し
ま
し
た

　

当
市
で
は
平
成
16
年
９
月
の
台
風
21
号
襲
来
に
伴
う
山
津
波
等
に
よ
り
、
５
人
の
方
々
の

尊
い
命
が
失
わ
れ
て
以
降
、
「
死
ぬ
な
、
逃
げ
ろ
、
助
け
ろ
」
を
合
言
葉
に
、
防
災
士
の
育

成
や
自
主
防
災
組
織
の
結
成
促
進
、
す
べ
て
の
小
学
６
年
生
を
対
象
に
防
災
教
育
を
行
う

「
12
歳
教
育
推
進
事
業
」
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

▲西条市の防災・減災対策の検証や研究を進める協議会

▲防災への思いを語る伊藤市長

国立保健医療科学院
生涯健康研究部　上席主任研究官

氏　名 役　職　等 専門分野等

嘉門雅史 香川高等専門学校校長、
京都大学名誉教授

富田孝史

川名優孝

井合　進

板屋英治

奥田博子

高橋治郎

小林正美

宮崎富由

成本由志

※陸上自衛隊松山駐屯地　第14特科隊第１中隊長　成本由志氏は、
　８月１日付の人事で、西　淳亀氏に変更。

西条市防災対策協議会委員一覧

京都大学大学院
地球環境学堂教授

京都大学防災研究所
地盤災害研究部門教授

愛媛大学防災情報研究センター
副センター長

愛媛大学防災情報研究センター
副センター長

(独)港湾空港技術研究所
副センター長

東京海洋大学准教授

相馬市地域対策室室長

陸上自衛隊松山駐屯地
第14特科隊第１中隊長

地盤工学

（敬称略）

都市防災

地盤防災解析

地質学

洪水・土砂災害

津波工学

エネルギー

地域防災

災害派遣

健康危機管理
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ベ
ト
ナ
ム
の

　
　

防
災
教
育
行
政
担
当
者
が
来
西

　

８
月
１
日
か
ら
の
２
日
間
、
ベ
ト
ナ
ム
の
防
災
教
育
行
政
担
当
者
ら

が
西
条
市
を
訪
れ
、
市
長
と
の
面
談
、
当
市
の
防
災
施
策
や
フ
エ
市
防

災
教
育
支
援
事
業
、
12
歳
教
育
（
防
災
教
育
）
に
つ
い
て
研
修
を
行
い

ま
し
た
。
来
西
し
た
の
は
、
ベ
ト
ナ
ム
国
の
教
育
訓
練
省
の
レ
・
チ
ョ

ン
・
フ
ン
副
局
長
を
は
じ
め
、
ハ
ー
テ
ィ
ン
、
ゲ
ー
ア
ン
、
ク
ア
ン
ビ

ン
の
各
省
や
ダ
ナ
ン
市
の
教
育
訓
練
局
関
係
者
ら
９
人
で
す
。

　

今
回
の
研
修
は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ（
国

際
協
力
機
構
）
か
ら
委
託
を
受
け

て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
シ
ー
ズ
・
ア
ジ

ア
が
実
施
し
て
い
る
研
修
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
「
防
災
意
識
の
啓
発
」

の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で

す
。
平
成
16
年
の
台
風
災
害
以
降
、

当
市
が
取
り
組
ん
で
い
る
防
災
施

策
が
、
ベ
ト
ナ
ム
で
の
防
災
教
育

の
実
践
に
も
有
意
義
で
あ
る
と
評

価
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
実
現
し
た

も
の
で
す
。

　

来
西
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
左
官

危
機
管
理
局
長
ら
市
職
員
か
ら
の

説
明
を
熱
心
に
聞
き
、
「
平
成
16

年
の
台
風
災
害
か
ら
得
ら
れ
た
教

訓
は
何
か
？
」
「
防
災
対
策
の
ポ

イ
ン
ト
は
〝
人
の
意
識
改
革
〟
だ

と
思
っ
た
」
と
の
質
問
や
意
見
を

述
べ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
12
歳
教
育
担
当
教
員
と

の
意
見
交
換
も
行
い
、
防
災
教
育

を
進
め
る
に
当
た
っ
て
の
課
題
や

ポ
イ
ン
ト
な
ど
に
つ
い
て
、
活
発

な
議
論
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

研
修
を
終
え
ら
れ
た
皆
さ
ん
は
、

「
西
条
市
か
ら
た
く
さ
ん
の
知
識

を
得
ら
れ
た
。
こ
れ
を
活
か
し
て
、

ベ
ト
ナ
ム
で
も
体
系
化
し
た
防
災

教
育
を
実
践
し
た
い
」
と
の
感
想

を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

■
問
合
せ

市
庁
舎
本
館　

危
機
管
理
課

ＴＥＬ
０
８
９
７
―
５
２
―
１
２
６
７

▲西条市長から平成16年の台風災害の説明を
　受ける皆さん

▲12歳教育について担当教員たちと活発な意
　見交換が行われました。

▲レ・チョン・フン副局長
　と握手を交わす伊藤市長

　　　　　　

　　　９月２日はベトナムの独立記念日（国慶節）です。
　1945年９月２日、初代国家主席であるホー・チ・ミンに
よって“すべての人類は生まれたときから平等であり、す
べての人々は生きる権利、幸せになる権利、そして自由の
権利を持っている”と独立宣言がなされました。
　「建国の父」としてホー・チ・ミンは今も国民に慕われ
ており、庁舎や学校など至る所に彼の像や肖像画が飾られ
ています。この日は、ベトナムの祝日に当たり、街中、こ
の日を祝う看板や国旗であふれ、地域によっては花火が上
がったりと人々で賑わい
ます。
　この祝日が終われば、
ベトナムの学校は夏休み
も明け、いよいよ新年度
がスタートします！
フエ市防災教育支援事業
コーディネーター　中村範子

▲独立宣言の読まれた広場にある
　ホーチミン廟（ハノイ）

　西条市では、大規模地震に備えるため、ＳＲＦ工法により、
学校施設の耐震化に積極的に取り組んでおり、平成25年度中
に校舎部分の耐震化を完了する予定です。
※ＳＲＦ工法
　ベルト状のポリエステル繊維を包帯状に柱に巻きつけ、柱を補強
　することで大きな地震を受けても鉛直方向に潰れないようにする
　工法で、包帯補強とも呼ばれている。

問合せ　市庁舎別館教育総務課　教育施設係　℡0897－52－1613

西条市立小中学校の
耐震化状況を公表します

耐震性あり

小学校

中学校

26

10

36合　計

学校数

82

51

133

全棟数
（Ａ）

24

10

34

70.7％

80.4％

74.4％

未改修

38

29

67

新耐震
基準（B）

20

12

32

改修済
（C）

耐震化率
（B）＋（C）
（A）

【小中学校の耐震化状況】 （平成24年４月１日現在）
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昭和19年から39年余の長きにわたり、学校教育に
携わり、その間、壬生川小学校長等の要職を歴任
されるなど、義務教育の伸展に多大な貢献をされ
ました。

四国カブトガニを守る会が
国土交通大臣表彰を受賞！

　平成24年「海の日」
海事功労者国土交通大
臣表彰を、四国カブト
ガニを守る会（山路武
人会長：右写真）が受
賞しました。
　今回の受賞は、四国
カブトガニを守る会が
カブトガニの保護活動
の一環として実施して
いる河原津海岸における清掃活動を通じて、自然
環境保全の啓発活動を行うなど、海をきれいにす
るために貢献したことが高く評価されたことによ
るものです。

　

市
議
会
７
月
臨
時
会
が
23
日
に

開
催
さ
れ
、
一
般
会
計
補
正
予
算

案
等
、
２
件
の
議
案
が
上
程
・
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
回
）

【
雇
用
機
会
の
創
出
】

○
緊
急
雇
用
創
出
事
業

　
　
　
　
　
　
　

４
３
８
２
万
円

補
正
後
の
一
般
会
計
予
算
額

　
　
　

４
３
５
億
９
４
６
９
万
円

市
議
会
７
月
臨
時
会

　西条市では、市内８地点での空間放射線量の測定を開始し
ました。この取り組みは県内市町では初となるもので、平常
時における空間放射線量データの蓄積を目的に、今後も月に
１度の計測を実施します。
　また、その結果は広報紙やホームページでお知らせします。
　７月の測定結果は別表のとおりですが、いずれの地点にお
いても異常値は観測されていません。

問合せ　市庁舎別館環境衛生課　水・環境保全係　℡0897－52－1382

西条市内各所で
放射線量測定を開始

【７月の空間放射線量測定結果】 （測定日：平成24年７月31日）
測定場所

うちぬき広場 毎時
0.10マイクロシーベルト
毎時
0.08マイクロシーベルト飯岡公民館

測定数値 測定数値測定場所

東予総合支所

楠河公民館

丹原総合支所

旧鞍瀬駐在所

小松総合支所

石鎚登山ロープウェイ
山頂成就駅

毎時
0.10マイクロシーベルト
毎時
0.09マイクロシーベルト

毎時
0.10マイクロシーベルト
毎時
0.09マイクロシーベルト
毎時
0.09マイクロシーベルト
毎時
0.04マイクロシーベルト

※環境省が示す基準値：毎時 0.23 マイクロシーベルト
※測定場所の位置図はホームページをご覧ください。

　全国的に高温の日が続き、熱中症の疑いで搬送される方が
増加した今夏。二学期始業後も同様の気象状況の継続が危惧
されることから、西条市では子どもたちの熱中症予防策の一
つとして、市内にある公立・私立すべての保育所・幼稚園、
小学校、中学校に簡易式のミストシャワーを設置しました。
　ミストシャワーは、噴霧した水（ミスト）による気化熱で
周辺の温度を下げるもので、屋外での運動後などにおける熱
中症予防に有効です。
　さらに地下水（自噴水等）が豊富な市内では、その温度が
低いことから冷却効果がより高まることが期待されます。
　また、西条運動公園内にも固定式のミストシャワーを設置
しました。ウォーキングやスポーツ大会などで運動公園を利
用される皆さんに、憩いのオアシスとしてご利用いただきた
いと考えています。

問合せ　
　市庁舎別館　女性児童福祉課　℡0897－52－1290
　市庁舎別館　スポーツ健康課　℡0897－52－1255
　市庁舎別館　学校教育課　　　℡0897－52－1637

ミストシャワーの
設置で熱中症予防

▲ミストシャワーを楽しむ
　禎瑞保育所の子どもたち

▲西条運動公園に設置された固定式の
　ミストシャワー
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西条市長
伊藤宏太郎

　予算とは、１年間の収入（歳入）と支出（歳出）に関する見
積もりをまとめた「計画」のことです。決算とは、実際の収支
をまとめた「実績」に当たります。

予 算 ・ 決 算 と は ？

市 の 会 計 は ３ 種 類
　福祉や教育、道路整備など、市政運営の基本
となる会計です。

　国民健康保険や介護保険など、一般会計と区
分する必要がある特定事業の会計です。

　企業経営という観点から、独立して経理する
会計です。

一般会計

特別会計

企業会計
※本文中の金額は、１万円未満を四捨五入しています。
　市民１人当たりの計算は、平成24年３月31日現在の人口（113,845人）を基にしています。

▲

柚
ノ
木
線
道
路
改
良
事

　

業

▲

東
部
一
般
廃
棄
物
最
終

処
分
場
整
備
事
業

▲

次
世
代
育
成
支
援
ス
ポ

ー
ツ
事
業

▲

地
域
用
水
環
境
整
備
事

業
（
大
谷
池
周
辺
整
備
）

平成23年度の主な事業

西
条
市
の
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
企
業
会
計

予算額 459億7,154万円

歳　入 452億6,353万円

歳　出 428億1,157万円

●歳入歳出差引額（歳入－歳出）

●平成24年度へ繰り越すべき財源

●実質収支額（Ａ－Ｂ）

24億5,196万円…Ａ

１億5,272万円…Ｂ

22億9,924万円

452億6,353万円

市税
161億919万円
　　  35.6％

地方交付税
90億1,226万円
　　　 19.9％

国庫支出金
56億1,636万円
　　   12.4％

市債
47億3,510万円 10.5％

県支出金
27億659万円 6.0％

繰越金
23億5,935万円 5.2％

その他
分担金・負担金、使用料・手数料など
47億2,468万円 10.4％

■市税：市民税や固定資産税など、市民の皆さん
　　に納めていただいたお金です。

■地方交付税：市の財政状況に応じて国から交付
　　されたお金です。

■国庫支出金：特定の事業を行うために国から交
　　付された負担金、補助金などのお金です。

■市債：特定の事業を行うために、国などから借
　　り入れたお金です。

■県支出金：特定の事業を行うために、県から交
　　付された負担金・補助金などのお金です。

■繰越金：前年度から持ち越された剰余金のこと
　　をいいます。事業を持ち越すことで必要にな
　　ったお金も含みます。

■分担金・負担金：市の事業で特定の利益を受け
　　た人に負担していただいたお金です。
　使用料・手数料：市の施設の使用や、住民票の
　　交付など、特定の行政サービスを受けた人に
　　負担していただいたお金です。

市たばこ税　6,775円　4.8％ その他（軽自動車税など）　2,463円　1.7％

民生費
139億344万円
　　　　32.5％

総務費
57億6,246万円
　　   13.5％公債費

51億390万円
　　 11.9％

土木費
49億3,663万円
　　 　11.5％

衛生費
41億464万円
　　　　9.6％

教育費
35億4,741万円
　　　8.3％

農林水産業費
15億51万円

3.5％

428億1,157万円

■民生費：社会福祉や医療助成など、安定した社
　　会生活を保障するために使ったお金です。

■総務費：市庁舎の維持管理や戸籍、徴税、選挙、
　　監査事務など市の総括的な事務に使ったお金
　　です。

■公債費：国などから借り入れたお金（市債）の
　　返済などに使ったお金です。

■土木費：道路、河川、公園、市営住宅などの整
　　備や維持管理に使ったお金です。

■衛生費：健康診断や各種検診、ごみ処理など、
　　健康で衛生的な生活環境を保つために使った
　　お金です。

■教育費：幼稚園や小中学校、社会教育や保健体
　　育など、教育各般に使ったお金です。

■農林水産業費：農業、林業、水産業の振興に使
　　ったお金です。

■議会費：議会の運営などに使ったお金です。
　商工費：商工業の振興や観光の振興などに使っ
　　たお金です。
　消防費：消防や救急活動に使ったお金です。
　災害復旧費：災害によって道路や農地、山林な
　　どに生じた被害を復旧するために使ったお金
　　です。

議会費、商工費、消防
費、災害復旧費など
39億5,258万円
　　　　9.2％

その他

市の借金返済　44,832円 11.9％
道路・公園等の整備　43,363円 11.5％

農林水産業の振興
13,180円 3.5％

　

平
成
23
年
度
の
西
条
市
の
決
算
が

ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　

一
般
会
計
の
決
算
額
は
、
歳
入
４

５
２
億
６
３
５
３
万
円
、
歳
出
４
２

８
億
１
１
５
７
万
円
で
、
差
し
引
き

24
億
５
１
９
６
万
円
の
剰
余
（
余

り
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち

翌
年
度
へ
繰
り
越
し
た
事
業
に
充
て

る
た
め
の
財
源
１
億
５
２
７
２
万
円

を
除
い
た
実
質
収
支
は
、
22
億
９
９

２
４
万
円
の
黒
字
と
な
っ
て
い
ま

す
。　

　

各
特
別
会
計
の
決
算
状
況
や
そ
の

概
要
は
、
別
記
（
８
ペ
ー
ジ
）
の
と

お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
は
、
厳
し
い
財
政
環

境
が
続
く
中
、
東
部
一
般
廃
棄
物
最

終
処
分
場
を
完
成
さ
せ
、
ま
た
紺
屋

町
商
店
街
整
備
支
援
事
業
や
ま
ち
づ

く
り
基
盤
整
備
事
業
な
ど
を
計
画
的

に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
産
業
の
振

興
や
雇
用
の
創
出
な
ど
、
重
要
か
つ

緊
急
性
の
高
い
施
策
を
厳
選
し
、
限

ら
れ
た
財
源
を
有
効
に
活
用
し
な
が

ら
、
市
域
全
体
の
均
衡
あ
る
発
展
と

さ
ら
な
る
一
体
感
の
醸
成
に
向
け

て
、
各
種
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
し
た
。

　

今
後
も
効
率
的
な
行
財
政
運
営
を

基
本
に
、
「
人
が
つ
ど
い
、
ま
ち
が

輝
く
、
快
適
環
境
実
感
都
市
」
の
実

現
に
向
け
、
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
な
お
一
層
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

固定資産税
78,186円　55.3％

福祉の充実
122,126円 32.5％

市の運営
50,617円
13.5％

その他　
29,043円
8.0％

その他　
34,718円
9.2％

市民税
54,077円　38.2％

教育・文化　31,160円 8.3％健康・衛生　36,055円 9.6％

（ビバ・スポルティアＳＡＩＪＯで
　開催された佐々木則夫サッカー教室）
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西条市長
伊藤宏太郎

　予算とは、１年間の収入（歳入）と支出（歳出）に関する見
積もりをまとめた「計画」のことです。決算とは、実際の収支
をまとめた「実績」に当たります。

予 算 ・ 決 算 と は ？

市 の 会 計 は ３ 種 類
　福祉や教育、道路整備など、市政運営の基本
となる会計です。

　国民健康保険や介護保険など、一般会計と区
分する必要がある特定事業の会計です。

　企業経営という観点から、独立して経理する
会計です。

一般会計

特別会計

企業会計
※本文中の金額は、１万円未満を四捨五入しています。
　市民１人当たりの計算は、平成24年３月31日現在の人口（113,845人）を基にしています。
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▲
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大
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備
）

平成23年度の主な事業

西
条
市
の
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
企
業
会
計

予算額 459億7,154万円

歳　入 452億6,353万円

歳　出 428億1,157万円

●歳入歳出差引額（歳入－歳出）

●平成24年度へ繰り越すべき財源

●実質収支額（Ａ－Ｂ）

24億5,196万円…Ａ

１億5,272万円…Ｂ

22億9,924万円

452億6,353万円

市税
161億919万円
　　  35.6％

地方交付税
90億1,226万円
　　　 19.9％

国庫支出金
56億1,636万円
　　   12.4％

市債
47億3,510万円 10.5％

県支出金
27億659万円 6.0％

繰越金
23億5,935万円 5.2％

その他
分担金・負担金、使用料・手数料など
47億2,468万円 10.4％

■市税：市民税や固定資産税など、市民の皆さん
　　に納めていただいたお金です。

■地方交付税：市の財政状況に応じて国から交付
　　されたお金です。

■国庫支出金：特定の事業を行うために国から交
　　付された負担金、補助金などのお金です。

■市債：特定の事業を行うために、国などから借
　　り入れたお金です。

■県支出金：特定の事業を行うために、県から交
　　付された負担金・補助金などのお金です。

■繰越金：前年度から持ち越された剰余金のこと
　　をいいます。事業を持ち越すことで必要にな
　　ったお金も含みます。

■分担金・負担金：市の事業で特定の利益を受け
　　た人に負担していただいたお金です。
　使用料・手数料：市の施設の使用や、住民票の
　　交付など、特定の行政サービスを受けた人に
　　負担していただいたお金です。

市たばこ税　6,775円　4.8％ その他（軽自動車税など）　2,463円　1.7％

民生費
139億344万円
　　　　32.5％

総務費
57億6,246万円
　　   13.5％公債費

51億390万円
　　 11.9％

土木費
49億3,663万円
　　 　11.5％

衛生費
41億464万円
　　　　9.6％

教育費
35億4,741万円
　　　8.3％

農林水産業費
15億51万円

3.5％

428億1,157万円

■民生費：社会福祉や医療助成など、安定した社
　　会生活を保障するために使ったお金です。

■総務費：市庁舎の維持管理や戸籍、徴税、選挙、
　　監査事務など市の総括的な事務に使ったお金
　　です。

■公債費：国などから借り入れたお金（市債）の
　　返済などに使ったお金です。

■土木費：道路、河川、公園、市営住宅などの整
　　備や維持管理に使ったお金です。

■衛生費：健康診断や各種検診、ごみ処理など、
　　健康で衛生的な生活環境を保つために使った
　　お金です。

■教育費：幼稚園や小中学校、社会教育や保健体
　　育など、教育各般に使ったお金です。

■農林水産業費：農業、林業、水産業の振興に使
　　ったお金です。

■議会費：議会の運営などに使ったお金です。
　商工費：商工業の振興や観光の振興などに使っ
　　たお金です。
　消防費：消防や救急活動に使ったお金です。
　災害復旧費：災害によって道路や農地、山林な
　　どに生じた被害を復旧するために使ったお金
　　です。

議会費、商工費、消防
費、災害復旧費など
39億5,258万円
　　　　9.2％

その他

市の借金返済　44,832円 11.9％
道路・公園等の整備　43,363円 11.5％

農林水産業の振興
13,180円 3.5％

　

平
成
23
年
度
の
西
条
市
の
決
算
が

ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　

一
般
会
計
の
決
算
額
は
、
歳
入
４

５
２
億
６
３
５
３
万
円
、
歳
出
４
２

８
億
１
１
５
７
万
円
で
、
差
し
引
き

24
億
５
１
９
６
万
円
の
剰
余
（
余

り
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち

翌
年
度
へ
繰
り
越
し
た
事
業
に
充
て

る
た
め
の
財
源
１
億
５
２
７
２
万
円

を
除
い
た
実
質
収
支
は
、
22
億
９
９

２
４
万
円
の
黒
字
と
な
っ
て
い
ま

す
。　

　

各
特
別
会
計
の
決
算
状
況
や
そ
の

概
要
は
、
別
記
（
８
ペ
ー
ジ
）
の
と

お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
は
、
厳
し
い
財
政
環

境
が
続
く
中
、
東
部
一
般
廃
棄
物
最

終
処
分
場
を
完
成
さ
せ
、
ま
た
紺
屋

町
商
店
街
整
備
支
援
事
業
や
ま
ち
づ

く
り
基
盤
整
備
事
業
な
ど
を
計
画
的

に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
産
業
の
振

興
や
雇
用
の
創
出
な
ど
、
重
要
か
つ

緊
急
性
の
高
い
施
策
を
厳
選
し
、
限

ら
れ
た
財
源
を
有
効
に
活
用
し
な
が

ら
、
市
域
全
体
の
均
衡
あ
る
発
展
と

さ
ら
な
る
一
体
感
の
醸
成
に
向
け

て
、
各
種
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
し
た
。

　

今
後
も
効
率
的
な
行
財
政
運
営
を

基
本
に
、
「
人
が
つ
ど
い
、
ま
ち
が

輝
く
、
快
適
環
境
実
感
都
市
」
の
実

現
に
向
け
、
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
な
お
一
層
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

固定資産税
78,186円　55.3％

福祉の充実
122,126円 32.5％

市の運営
50,617円
13.5％

その他　
29,043円
8.0％

その他　
34,718円
9.2％

市民税
54,077円　38.2％

教育・文化　31,160円 8.3％健康・衛生　36,055円 9.6％

（ビバ・スポルティアＳＡＩＪＯで
　開催された佐々木則夫サッカー教室）
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国民健康保険 132億　257万円 125億5,719万円 128億4,495万円 △ 2億8,776万円
介護保険 96億　107万円 94億3,891万円 92億4,376万円 1億9,515万円
 うち介護保険事業勘定 95億1,302万円 92億4,306万円 91億5,648万円 8,658万円

0　円

 うち介護サービス事業勘定 8,805万円 1億9,585万円 8,728万円 1億　857万円
簡易水道事業 1億4,615万円 1億4,261万円 1億4,261万円 0　円
公共下水道事業 37億3,125万円 36億2,976万円 36億2,801万円 175万円
小規模下水道事業 7,669万円 6,919万円 6,919万円 0　円
港湾上屋事業 592万円 580万円 568万円 12万円
ひうち地域振興整備事業 1億6,573万円 1億5,707万円 1億5,707万円

320万円 87万円 87万円 0　円
2億3,900万円 2億3,473万円 2億3,473万円 0　円
2,797万円 2,739万円 2,739万円 0　円
1,076万円 1,057万円 1,057万円 0　円
3,858万円 2,088万円 816万円 1,272万円
586万円 210万円 174万円 36万円
451万円

13億2,688万円
434万円 329万円 105万円

285億8,614万円 275億1,934万円 275億7,305万円 △ 5,371万円

土地開発事業
小松地域交流事業
本谷温泉事業
住宅新築資金等貸付事業
畑地かん水事業
庄内財産区

12億1,793万円 11億9,503万円 2,290万円後期高齢者医療保険
壬生川財産区

合　　　計

会　計　区　分 予　算　額 歳　　入 歳　　出 差引（歳入－歳出）

決算報告の詳しいお問い合わせは

市庁舎本館財政課　財政第２係
　　　　　　　　　℡0897－52－1271

土　　地 ‥‥ 2,928万2,314 平方メートル

建　　物 ‥‥‥　53万　844 平方メートル

基　　金 ‥‥‥ 112億9,840 万円

有価証券 ‥‥‥‥‥　1,924 万円

出 資 金 ‥‥‥　 2億2,599 万円

債　　権 ‥‥‥‥ 5億6,702 万円

収入（収益）　　　7億7,396万円
支出（費用）　　　7億7,765万円
差引（収入－支出） △ 369万円

収入（収益）　　  1億7,660万円
支出（費用）　　  3億8,166万円
差引（収入－支出） △ 2億　506万円

会　計　区　分 現　在　高

特別
会計
②

一般会計　① 421億8,015万円
0　円
0　円
0　円

7億4,455万円
228億　166万円

9,720万円
6億5,922万円
2億6,274万円
1,671万円
758万円

245億8,966万円
78億　253万円
26億7,886万円
104億8,139万円
772億5,120万円

介護保険

簡易水道事業
公共下水道事業
小規模下水道事業
ひうち地域振興整備事業
小松地域交流事業
本谷温泉事業
住宅新築資金等貸付事業

水道事業
病院事業

特別会計　計

企業会計　計
合計　①＋②＋③

　介護保険事業勘定
　介護サービス事業勘定

企業
会計
③
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「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
西
条
地
区

推
進
委
員
会
が
市
内
の
中
学
生
を
対
象
に
実

施
し
た
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
、
多
数
の
応

募
が
寄
せ
ら
れ
、
審
査
の
結
果
、
次
の
作
品

が
優
秀
作
品
に
選
ば
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

■
西
条
東
中
学
校

○
あ
の
時
の
一
言
で　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
村
真
平
（
３
年
）

○
人
間
模
様　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
原
菜
々
（
３
年
）

■
西
条
西
中
学
校

○
「
い
つ
ま
で
も
忘
れ
ず
に
」　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原
沙
椰
（
２
年
）

○
私
の
コ
コ
ロ　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

茨
木
紫
乃
加（
１
年
）

■
西
条
南
中
学
校

○
学
校
生
活
と
部
活
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
岡
将
史
（
３
年
）

○
職
場
体
験
を
通
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

黒
川　

栞
（
３
年
）

■
西
条
北
中
学
校

○
家
族
や
地
域
の
人
に
感
謝
の
気
持
ち
を
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　

仲
田　

匠
（
３
年
）

○
家
族
の
す
ば
ら
し
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
之
内
美
季（
３
年
）

■
東
予
東
中
学
校

○
「
あ
い
さ
つ
」　
　

伊
藤
優
人
（
３
年
）

○
明
る
い
社
会
を
目
指
し
て
…
…
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

髙
橋
遥
奈
（
３
年
）

■
東
予
西
中
学
校

○
日
々
「
感
謝
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
澤
勇
児
（
３
年
）

○
犯
罪
の
な
い
地
球
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
下
彩
乃
（
３
年
）

■
河
北
中
学
校

○
繋
が
る
絆　
　
　
　

武
田
大
河
（
３
年
）

○
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　

杉　

佳
華
（
２
年
）

■
丹
原
東
中
学
校

○
一
本
の
「
た
ば
こ
」
の
恐
ろ
し
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
野
友
哉
（
３
年
）

○
地
域
の
た
め
に
働
く
警
察
官
に
な
る
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
井
夢
花
（
３
年
）

■
丹
原
西
中
学
校

○
犯
罪
や
非
行
を
な
く
す
た
め
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
手
上
凌
（
３
年
）

○
あ
い
さ
つ
か
ら
社
会
を
明
る
く
す
る　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

永
井
瑞
姫
（
３
年
）

■
小
松
中
学
校

○
行
動
す
る
こ
と
の
大
切
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

柴
田
崇
矢
（
３
年
）

○
た
か
が
あ
い
さ
つ
、
さ
れ
ど
あ
い
さ
つ　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

越
智
み
な
み（
３
年
）

■
問
合
せ　

市
庁
舎
本
館
市
民
生
活
課
内

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

　

西
条
地
区
推
進
委
員
会
事
務
局　

ＴＥＬ
０
８
９
７
―
５
２
―
１
４
９
３　

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

 　
　

作
文
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
者
発
表

ゼミ合宿第一号　早稲田大学
鳥越皓之研究室が

ゼミ合宿を行いました
　地下水の質の保全に力を入れている地域の取組みを
研究するため、水と地域の関わりをテーマに早稲田大
学鳥越研究室がゼミ合宿を開催しました。
　合宿では、聞き取り調査を中心としたフィールドワ
ークが市内各地で実施され、学生たちは、調査に快く
協力する住民の優しさに感謝するとともに、水源地や
河川を自主的に管理する西条の歴史的風土・環境を学
びました。

■問合せ　市庁舎本館戦略企画課　戦略企画係
　　　　　℡0897－52－1244

▲現地調査で住民に聞き取り
　をする学生たち

▲西条市役所を訪問された鳥越皓之教授
　をはじめとする研究室の皆さん

引き続いて夏季の
節電にご協力ください

　市民の皆さまには、節電にご協力いただき、ありが
とうございます。
　一昨年と比較して５％減を目標とした節電について
は、９月７日まで（平日昼間時間帯）となっておりま
すが、９月30日までは、日常生活や産業活動に支障の
無い範囲での節電にご協力をお願いいたします。
　また、西条市は９月30日までの間、一部施設を除く
市関連施設で、節電対策を実施しています。
　ご利用の皆さまにはご不便をおかけしますが、ご理
解とご協力を引き続きお願いいたします。

日ごろのちょっとした積み重ねが大切です

【市関連施設の節電対応例】
○エアコンの設定温度を28℃にしています。
○一部エレベーターの運転を休止しています。
○昼休み中は、執務室の照明を消灯しています。
○通路部分の蛍光灯を間引き点灯しています。

【節電目標の内容】
■目　標　　５％以上（一昨年比）
■期　間　　９月７日まで（平日）
■時間帯　　９時～20時
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が刻まれています。
　現場では自ら先頭に立ち、
村民のための政治を貫き通し
た茂登太翁。80年の生涯を閉
じるまで自治・産業振興に尽
くした功績に対し、90余回に
わたる表彰とともに従六位勲
六等を受章されるなど、その足跡はいつまでも記憶に留め
ておきたい郷土の偉大な先人です。

＊劈巌透水路（へきがんとうすいろ）：中山川左岸の岩壁
を貫く灌漑用水路。安永９(1780)年、当時の来見村庄屋で
あった越智喜三左衛門が、水不足に苦しむ農民のために私
財を投じ、自らものみを振いながら約９年の歳月をかけて
完成させた。茂登太翁は喜三左衛門の子孫にあたる。

〒799-1394　周布349番地1　TEL0898ー64ー2700　FAX0898ー65ー4363

〒791-0592　丹原町池田1733番地1　TEL0898ー68ー7300　FAX0898ー68ー4769

東予総合支所

丹原総合支所

〒799-1198　小松町新屋敷甲496番地　TEL0898ー72ー2111　FAX0898ー72ー4048小松総合支所

カブトガニの棲む環境を守るために
　　　　　　　　　　　　～ 東予・丹原地区の下水道 ～

　昭和58年度に着手した東予・丹原地区の下水道事業は、
約８年の歳月をかけ平成２年度末に供用を開始しました。
現在では、計画面積543.5ヘクタールの内421.82ヘクター
ルでの利用が可能となっており、１日当たり最大で約１万
立方メートルの汚水を処理しています。
　この下水道を利用いただける区域内には約12,000人がお
住まいですが、利用率は80パ
ーセント(9,700人)程度にとど
まっています。汲み取り式ト
イレや単独浄化槽を使用し、
未だ下水道に接続していない
約20パーセントのご家庭では、

生活排水がそのまま近くの側溝や水路へ流れている状態と
なっているのです。
　下水道が整備される以前には、家庭や工場の排水の多く
が川や海へそのまま流されていました。しかし、工場排水
に対する規制が進んだ現在では、水質汚濁の主な原因は生
活排水であると言われており、その早急な対策が求められ
ています。下水道に接続することによって、生活排水は地
下に埋設された管で浄化センターへ送られ、きれいな水に
してから海に戻すことができます。　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　下水道利用可能区域の皆さんが接続
　　　　　　　　　することで、地域一帯の水環境が大き
　　　　　　　　　く改善されます。カブトガニの棲む海
　　　　　　　　　を将来に残すために、私たちの快適な
　　　　　　　　　生活環境を守るためにも、下水道事業
　　　　　　　　　へのご理解とご協力をお願いします。

　　　　　　　　　　　　は何気なく見過ごしている風景
　　　　　　　　　　　　に、自慢できる所や今後も残し
　　　　　　　　　　　　ておきたい所があることなどを
　　　　　　　　　　　　再認識することにもつながりま
　　　　　　　　　　　　した。この活動は、いつまでも
　　　　　　　　　　　　残したい明穂の里を考える、よ
いきっかけになりました」と、当時を振り返ります。
　平成15年度から19年度にかけて、明穂地区の21.5ヘクタ
ールで実施されたほ場整備事業では、道路や用排水路が整
備され、農地集積が進み作業の効率化や生産性が向上しま
した。地域の皆さんからは「もっと早く実施していればよ
かった」との声が聞かれるほどでした。
　高千穂の杉や新池土手の水仙など、10年以上前に「今後
も残したい」と話し合った自慢の風景は、美田となった農
地とともに、今も明穂の里に受け継がれています。

みんなの力で未来に残す『明穂の里』
　　　 　　　　　　　～ 小松町明穂地区ほ場整備事業 ～

　小松町明穂地区は、小松町の西部に位置する農業集落で
す。今から11年前、この地区で「みんなで歩こう、未来を
描く明穂の里」というワークショップが開催されました。
　そのきっかけは、地区で実施されることとなったほ場整
備事業でした。事業の実施に当たり地域の皆さん自らが、
農業を取り巻く環境や生活・自然環境、さらに歴史的遺産
などについて、地域の見直しを行うこととしたのです。小
さな子どもさんからお年寄りまで多くの住民が参加した取
り組みでは、実際に地域を歩いて点検を行い話し合いを進
めました。ワークショップ推進委員会の会長を務めた佐伯
博さんは、「ワークショップによって地域の問題点をみん
なで考え共通の認識とすることができました。また、普段

郷土の発展に尽くした偉大な先人
　　　 　　　　　　　　　         ～ 越智茂登太翁の足跡 ～

　中川公民館には、旧中川村歴代村長の
肖像画が今も飾られています。その中に
は、明治26年から47年もの長きにわたり
村長を務めた越智茂登太翁の姿もありま
す。34歳の若さで村長となった茂登太翁
は、村政発展のため劈巌透水路（＊）の
改修事業をはじめ、バス会社・製紙会社
・林業・畜産業など地域産業の振興に努めました。
　そうした功績を称え、来見集会所の近くに頌徳碑が建立
されたのは昭和24年のことでした。その碑には村長だけで
なく、郵便局長や農林業会委員・会長、県会・郡会・村会
の各議員、県議会議長など茂登太翁が歴任した多くの要職

東予・丹原浄化センター カブトガニの棲む海を

茂登太翁の肖像画

「
伊
予
の
青
の
洞
門
」
と
も

呼
ば
れ
る
劈
巌
透
水
路

ほ場整備後の明穂地区の農地

もとうだ

しょうとくひ

す
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を
要
す
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
も

結
果
が
出
な
い
こ
と
さ
え
あ
る
。

し
か
し
、
近
藤
社
長
は
「
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
い
か
な
け
れ
ば
何
も
生

ま
れ
な
い
」
と
前
を
向
く
。

　
「
和
の
精
神
を
も
っ
て
企
業
の

一
流
化
を
め
ざ
す
」
を
テ
ー
マ
と

し
て
、
課
題
や
問
題
点
を
一
つ
ず

つ
丁
寧
に
解
決
し
、
新
た
な
事
業

展
開
を
図
る
同
社
の
挑
戦
は
、
社

員
一
丸
と
な
っ
た
取
り
組
み
に
よ

っ
て
成
し
遂
げ
ら
れ
て
い
る
の
だ
。

　

サ
イ
ク
ス
で
は
、
新
規
事
業
や

新
商
品
の
開
発
で
お
悩
み
の
中
小

企
業
経
営
者
の
皆
さ
ん
に
対
す
る
、

問
題
解
決
に
向
け
た
ア
ド
バ
イ
ス

や
助
成
事
業
の
検
討
な
ど
の
積
極

的
な
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

西
条
産
業
情
報
支
援
セ
ン
タ
ー

（
サ
イ
ク
ス
）
で
は
、
サ
イ
ク
ス

が
提
供
す
る
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
活

用
や
、
会
員
相
互
の
交
流
に
よ
る

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
・
知
識
の
交
換

な
ど
を
通
じ
た
幅
広
い
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
構
築
、
さ
ら
に
は
企
業
間

の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ
る
新
規
ビ
ジ

ネ
ス
の
創
出
等
に
よ
っ
て
企
業
の

経
営
活
動
の
支
援
を
目
的
と
し
た
、

「
グ
ル
ー
プ
サ
イ
ク
ス
（
Ｇ
―
Ｓ

Ｉ
Ｃ
Ｓ
）
」
を
組
織
し
て
い
ま
す
。

　

入
会
を
希
望
さ
れ
る
企
業
や
個

人
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
加
入
の
ご
検
討
を
く
だ
さ
い
。

■
年
会
費

〇
企
業
（
団
体
を
含
む
）
10
万
円

　
　

た
だ
し
、
西
条
市
内
に
本
拠

　

を
置
く
小
規
模
企
業
（
団
体
）

　

は
、
当
分
の
間
半
額
と
し
ま
す
。

〇
個
人　

３
万
円

　

創
業
を
志
す
個
人
が
対
象

■
申
込
み
・
問
合
せ

　

産
業
情
報
支
援
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
８
９
７
―
５
３
―
０
０
１
０

　

２
０
１
０
年
６
月
、
７
年
間
に

も
及
ぶ
宇
宙
飛
行
を
終
え
地
球
に

帰
還
し
た
小
惑
星
探
査
機
「
は
や

ぶ
さ
」。
そ
の
サ
ン
プ
ル
採
取
機

構
の
主
要
部
品
を
、
住
友
重
機
械

工
業
㈱
の
依
頼
で
製
作
し
た
の
が

㈱
コ
ス
に
じ
ゅ
う
い
ち
で
あ
る
。

　

昭
和
23
年
に
機
械
設
備
関
係
企

業
と
し
て
新
居
浜
市
で
創
業
し
た

同
社
。
そ
の
後
、
平
成
５
年
に
西

条
事
業
所
を
開
設
し
、
翌
年
に
は

現
在
の
名
に
社
名
変
更
し
た
。

　

昭
和
40
年
こ
ろ
に
は
、
ア
ル
ミ

ミ
ウ
ム
精
錬
工
場
で
の
ア
ル
ミ
ニ

ウ
ム
切
断
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
関
係

を
主
業
と
し
て
お
り
、
そ
れ
が
事

業
の
約
８
割
を
も
占
め
て
い
た
。

　

し
か
し
、
や
が
て
同
社
は
大
き

な
岐
路
に
立
た
さ
れ
る
。
ア
ル
ミ

ニ
ウ
ム
精
錬
工
場
の
海
外
移
転
に

よ
り
、
仕
事
の
大
半
が
霧
散
し
て

し
ま
っ
た
の
だ
。

　

当
然
、
そ
の
ま
ま
で
は
経
営
が

成
り
立
た
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

絶
体
絶
命
の
危
機
に
立
た
さ
れ
た
。

し
か
し
、
そ
れ
ま
で
も
常
に
現
状

に
甘
心
せ
ず
、
新
た
な
可
能
性
を

探
求
し
て
き
た
同
社
の
姿
勢
が
そ

以
外
の
金
属
を
利
用
し
た
ス
パ
ッ

タ
リ
ン
グ
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
製
造
に

も
取
り
組
み
、
事
業
の
強
化
を
図

り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

■
独
自
の
技
術
を

　
　
　
　
　
新
た
な
事
業
へ
展
開

　

ま
た
同
社
に
は
、
精
密
加
工
技

術
を
活
か
し
て
動
き
出
し
た
事
業

も
あ
る
。
そ
れ
が「
は
や
ぶ
さ
」の

部
品
製
作
を
は
じ
め
と
す
る
宇
宙

関
連
産
業
へ
の
参
入
で
あ
る
。
宇

宙
関
連
部
品
の
大
き
な
特
徴
は
、

軽
量
化
の
た
め
の
薄
肉
・
削
り
出

し
加
工
と
そ
の
精
度
で
あ
る
。
軽

量
化
に
は
、
質
量
の
軽
い
マ
グ
ネ

シ
ウ
ム
合
金
を
使
っ
た
部
品
が
必

要
と
な
る
が
、
そ
の
加
工
に
は
高

度
な
技
術
が
求
め
ら
れ
る
。
難
削

材
と
呼
ば
れ
る
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
合

金
を
、
わ
ず
か
数
ミ
リ
ほ
ど
の
厚

さ
ま
で
削
り
出
す
の
は
容
易
な
こ

と
で
は
な
い
。
し
か
し
、

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
加
工
で
培

っ
た
同
社
の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
、

複
雑
な
形
状
の
製
品
加
工

を
可
能
に
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
電
気
と
機
械

の
技
術
や
知
識
を
融
合
さ

せ
た
自
社
製
品
の
研
究
開

発
も
進
め
て
い
る
。

　

新
規
事
業
は
、
結
果
が

出
る
ま
で
に
相
当
な
時
間

の
ピ
ン
チ
を
救
っ
た
。

　

当
時
、
取
り
組
み
を
始
め
て
い

た
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
の
精
密
加
工
や

半
導
体
関
連
の
部
品
加
工
が
、
活

路
を
拓
い
た
の
だ
っ
た
。
当
初
は

充
分
な
機
械
設
備
が
な
い
た
め
に

外
注
し
な
が
ら
の
も
の
で
あ
っ
た

が
、
徐
々
に
新
た
な
設
備
を
導
入

し
て
順
調
に
事
業
を
進
め
、
つ
い

に
は
困
難
な
局
面
を
乗
り
越
え
る

こ
と
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。

　
■
高
度
な
技
術
の
応
用
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
業
強
化

　

現
在
で
は
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
や

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
合
金
の
精
密
加
工

の
ほ
か
、
異
種
金
属
の
接
合
な
ど

多
様
な
技
術
を
有
す
る
同
社
で
あ

る
が
、
中
で
も
最
も
得
意
と
す
る

の
が
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
や
液
晶
テ
レ
ビ

の
配
線
材
料
と
し
て
使
用
さ
れ
る

「
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
・
ス
パ
ッ
タ
リ

ン
グ
タ
ー
ゲ
ッ
ト
」
の
製
造
で
あ

る
。
住
友
化
学
㈱
よ
り
の
製
造
委

託
を
受
け
、
今
や
国
内
ト
ッ
プ
シ

ェ
ア
を
誇
っ
て
い
る
。

　

今
後
は
こ
の
委
託
事
業
と
併
せ

て
、
同
社
独
自
で
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム

information vol.93

【写真】　①近藤社長（左）と篠原西
条事業所長、②西条事業所、③液晶用
スパッタリングターゲット、④アルミ
ニウム合金製薄肉削り出し品

①

②

③

④

㈱
コ
ス
に
じ
ゅ
う
い
ち
西
条
事
業
所
（
ひ
う
ち
）

入
会
企
業
を
募
集
中
！

       

グ
ル
ー
プ
サ
イ
ク
ス

サ
イ
ク
ス
か
ら
の
事
業
案
内
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■西条市庁舎
　℡0897－56－5151

■東予総合支所
　℡0898－64－2700

■丹原総合支所
　℡0898－68－7300

■小松総合支所
　℡0898－72－2111

市役所への
お問い合わせ先

　

長
年
、
社
会
に
貢
献
さ
れ
て
き

た
高
齢
者
の
方
々
を
敬
愛
し
、
長

寿
を
祝
い
、
長
年
の
ご
苦
労
に
対

し
て
感
謝
し
ま
し
ょ
う
。

【
敬
老
会
に
ご
出
席
く
だ
さ
い
】

　

今
年
も
各
校
区
で
敬
老
会
を
実

施
し
ま
す
。
日
時
・
会
場
な
ど
詳

し
く
は
、
地
元
婦
人
会
な
ど
の
関

係
者
が
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
お
誘

い
合
わ
せ
て
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

■
該
当
者　

昭
和
12
年
12
月
31
日

以
前
に
生
ま
れ
た
方

【
長
寿
祝
金
を
お
届
け
し
ま
す
】

　

平
成
24
年
９
月
１
日
現
在
、
満

75
歳
以
上
で
、
１
年
以
上
西
条
市

住
民
基
本
台
帳
に
登
載
さ
れ
て
い

る
方
、
ま
た
は
１
年
前
に
外
国
人

登
録
さ
れ
て
い
た
方
で
、
外
国
人

登
録
制
度
廃
止
以
後
も
、
引
き
続

き
西
条
市
住
民
基
本
台
帳
に
登
録

さ
れ
て
い
る
方
に
、
長
寿
祝
金

３
０
０
０
円
を
お
届
け
し
ま
す
。

■
お
届
け
方
法

　

9
月
中
旬
以
降
、
民
生
児
童
委

員
を
通
じ
て
お
届
け
し
ま
す
。

　

な
お
、
お
届
け
に
は
１
～
2
週

間
か
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

○
市
庁
舎
別
館
高
齢
介
護
課

　

長
寿
・
い
き
が
い
対
策
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
９
２

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

福
祉
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

お
年
寄
り
に
感
謝
を
！

９
月
17
日
㈪
は
「
敬
老
の
日｣

９月21日㈮～30日㈰　秋の全国交通安全運動
９月30日は「交通事故死ゼロを目指す日」

スローガン　「安全は 目配り気配り 思いやり」　
重点　○夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中の
　　　　交通事故防止
　　　○すべての座席のシートベルトとチャイルド
　　　　シートの正しい着用の徹底
　　　○飲酒運転の根絶

　事件・事故、配偶者の暴力・ストーカー、
少年問題、悪質商法など、一人で悩まないで
警察総合相談電話へご相談ください。
○警察総合相談電話
　℡＃９１１０（ダイヤル回線・ＩＰ電話不可）
　℡089－931－9110
○西条警察署　　℡0897－56－0110
○西条西警察署　℡0898－64－0110
事件・事故の緊急通報は１１０番、相談は警察相談電話に！

９月11日㈫は「警察相談の日」

　

市
で
は
救
急
車
が
出
動
し
た
際

に
、
迅
速
な
救
急
救
命
活
動
の
た

め
、
ま
た
高
齢
者
や
障
害
者
な
ど

の
安
全
・
安
心
の
確
保
の
た
め

に
、
救
急
時
に
必
要
な
情
報
（
持

病
、
か
か
り
つ
け
病
院
、
常
服
薬
、

緊
急
連
絡
先
等
）
を
容
器
に
収
め
、

自
宅
の
冷
蔵
庫
で
保
管
す
る
救
急

医
療
情
報
キ
ッ
ト
を
昨
年
８
月
か

ら
無
償
で
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
申
請
さ
れ
て
な
い
方
は
、

ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
代

理
申
請
も
で
き
ま
す
の
で
、
地
区

の
民
生
委
員
や
老
人
ク
ラ
ブ
の
役

員
、
自
治
会
長
さ
ん
な
ど
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

■
対
象

○
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
い
る
世
帯

○
障
害
の
認
定
者
が
い
る
世
帯

○
民
生
委
員
等
が
必
要
と
認
め
推

　

薦
す
る
世
帯

■
交
付
物
品　

保
管
容
器
・
救
急

医
療
情
報
用
紙
・
明
示
シ
ー
ル

■
交
付
先
・
問
合
せ

○
市
庁
舎
別
館
高
齢
介
護
課

　

長
寿
・
い
き
が
い
対
策
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
９
２

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

福
祉
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
の

交
付
申
請
は
お
済
み
で
す
か
？

20
日
㈭　

国
民
健
康
保
険
税
第
２

　

期
分
、
市
県
民
税
第
２
期
分
の

　

督
促
状
の
発
送

10
月
１
日
㈪　

国
民
健
康
保
険
税

　

第
３
期
分
、
固
定
資
産
税
第
３

　

期
分
の
納
期
限

※
督
促
状
１
通
に
つ
き
１
０
０
円

　

の
督
促
手
数
料
を
い
た
だ
き
ま

　

す
。

※
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、

　

納
期
限
日
の
残
高
に
ご
注
意
く

　

だ
さ
い
。

９
月
の
市
税
ご
よ
み

　

こ
れ
ま
で
非
危
険
物
と
し
て
消

防
法
令
等
の
規
制
対
象
外
で
あ
っ

た
「
炭
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
過
酸
化
水

素
付
加
物
」
が
消
防
法
上
の
第
一

類
の
危
険
物
に
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
炭
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
過
酸
化
水

素
付
加
物
」
は
酸
素
系
の
漂
白
剤

と
し
て
広
く
一
般
に
流
通
し
て
お

り
、
貯
蔵
又
は
取
り
扱
う
数
量
に

よ
っ
て
は
、
消
防
法
に
基
づ
く
市

町
村
長
等
の
許
可
又
は
条
例
に
基

づ
く
届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
問
合
せ　

消
防
本
部
予
防
課

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

０
２
５
１

危
険
物
が
追
加
さ
れ
ま
し
た

い
つ
ま
で
も

　

お
元
気
で
！



広報さいじょう　2012　９月号13

　

有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
、
林

産
物
等
へ
の
被
害
を
防
止
す
る
た

め
、
電
気
牧
柵
機
の
設
置
な
ど
の

防
除
費
用
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

■
助
成
内
容　

　

予
算
の
範
囲
内
で
、
次
の
購
入

費
に
対
し
て
２
分
の
１
以
内

（
限
度
額
は
１
人
年
間
５
万
円
）

①
電
気
牧
柵
機　
　
　
　
　
　
　

②
防
護
柵
（
ト
タ
ン
で
の
防
護
柵

　

は
助
成
対
象
外
）

③
防
護
ネ
ッ
ト
（
獣
害
対
策
限
定
）

④
爆
音
機
（
猿
害
対
策
限
定
）

■
助
成
対
象　

　

市
内
に
住
所
と
農
地
を
有
す
る

農
業
者
、
権
限
に
基
づ
く
権
利
を

有
す
る
耕
作
者
な
ど
。

■
問
合
せ

○
市
庁
舎
本
館
林
業
課　

林
政
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
５
０
４

○
各
総
合
支
所
農
林
水
産
課

　

林
政
漁
政
係
（
東
予
）

　

農
林
水
産
係
（
丹
原
・
小
松
）

有
害
鳥
獣
の
防
除
費
用
を

助
成
し
ま
す

■
加
入
要
件

①
国
民
年
金
第
1
号
被
保
険
者

（
保
険
料
納
付
免
除
者
を
除
く
）

※
国
民
年
金
の
付
加
年
金
（
保
険

　

料
月
額
４
０
０
円
）
へ
の
加
入

　

が
必
要
。

②
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事

③
20
歳
以
上
60
歳
未
満

　

①
か
ら
③
の
す
べ
て
に
当
て
は

ま
る
方
な
ら
、
農
地
を
持
っ
て
い

な
い
農
業
者
、
配
偶
者
や
後
継
者

な
ど
家
族
農
業
従
事
者
の
方
も
加

入
で
き
ま
す
。

■
農
業
者
年
金
の
メ
リ
ッ
ト　

○
終
身
年
金
で
80
歳
ま
で
の
保
証

　

付
き
で
す
。

○
公
的
年
金
な
の
で
税
制
上
優
遇

　

措
置
が
あ
り
ま
す
。

○
農
業
の
担
い
手
に
は
、
政
策
支

　

援
（
保
険
料
の
国
庫
補
助
）
が

　

あ
り
ま
す
。

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

　

い
。
必
要
な
方
に
は
パ
ン
フ
レ

　

ッ
ト
を
郵
送
し
ま
す
。

■
問
合
せ

○
市
庁
舎
別
館

　

市
農
業
委
員
会
事
務
局

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
６
２

○
各
総
合
支
所

　

市
農
業
委
員
会
分
室

～
農
業
者
の
皆
さ
ん

　

老
後
の
蓄
え
は
万
全
で
す
か
～

農
業
者
年
金
へ
加
入
し
ま
し
ょ
う

　

児
童
扶
養
手
当
の
認
定
を
受
け

て
い
る
方
に
は
、
8
月
初
旬
に
現

況
届
提
出
に
関
す
る
案
内
を
送
付

し
て
い
ま
す
。

　

現
況
届
は
、
8
月
以
降
も
引
き

続
い
て
児
童
扶
養
手
当
受
給
資
格

が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
も

の
で
す
。

　

現
況
届
を
提
出
し
な
い
と
8
月

分
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く

な
り
ま
す
の
で
、
ま
だ
提
出
さ
れ

て
い
な
い
方
は
、
早
急
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

■
届
出
に
必
要
な
物

　

印
鑑
、
証
書
、
世
帯
全
員
の
住

民
票
の
写
し
な
ど
。

※
児
童
扶
養
手
当
一
部
支
給
停
止

　

適
用
除
外
事
由
届
出
書
（
緑
色

　

の
用
紙
）
が
届
い
て
い
る
方
は
、

　

関
係
書
類
を
添
え
て
、
現
況
届

　

と
一
緒
に
提
出
を
し
て
く
だ
さ

　

い
。

■
届
出
先

　

お
住
ま
い
の
地
域
で
届
出
先
が

異
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

○
西
条
地
域
の
方

　

市
庁
舎
別
館
女
性
児
童
福
祉
課

　

子
育
て
支
援
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
７
０

○
東
予
地
域
の
方

　

東
予
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

福
祉
係

○
丹
原
地
域
の
方

　

丹
原
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

市
民
福
祉
係

○
小
松
地
域
の
方

　

小
松
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

市
民
福
祉
係

児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届
の

提
出
は
お
済
み
で
す
か
？

　

10
月
1
日
現
在
で
「
就
業
構
造

基
本
調
査
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
普
段
仕
事
を
し

て
い
る
か
ど
う
か
や
就
業
に
関
す

る
希
望
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
統

計
調
査
で
す
。

　

調
査
結
果
は
、
雇
用
政
策
や
少

子
高
齢
化
対
策
な
ど
各
種
行
政
施

策
の
重
要
な
資
料
と
し
て
幅
広
く

利
用
さ
れ
ま
す
。

　

調
査
の
対
象
と
な
っ
た
世
帯
に

は
、
統
計
調
査
員
が
伺
い
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
実
施
主
体
　
総
務
省
統
計
局
、

愛
媛
県
、
西
条
市

■
問
合
せ

○
市
庁
舎
本
館
総
務
課　

統
計
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
９
０

○
総
務
省
統
計
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

URLhttp://w
w

w
.stat.go.jp/

就
業
構
造
基
本
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

大
切
な

農
作
物
の

　

被
害
を
防
ぐ
！

９月８日㈯は「携帯トイレデー」

問合せ　愛媛県自然保護課　℡089－912－2365

　愛媛県は、石鎚国定公園の自然環境の保全と適正な
利用を図るため「石鎚山クリーンアップキャンペーン」
を実施します。
【主な内容】
○登山口でのマナーガイドや携帯トイレの普及促進
○自然公園指導員、自然保護指導員の協力による一斉
　パトロールなど

石鎚山クリーンアップキャンペーン石鎚山クリーンアップキャンペーン
９月１日㈯～11月30日㈮

　登山者への携帯トイレの普及促進のため、成就と土
小屋登山口で無料配布する携帯トイレの使用にご協力
ください。※荒天の場合９月22日㈯に順延
■時間　９時～13時
■閉鎖するトイレ　山頂、三の鎖横のトイレ
■携帯トイレ仮設ブース　山頂、二の鎖横
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○市庁舎本館下水道業務課　下水道業務係　
　℡0897－52－1224
○東予総合支所建設管理課　上下水道係

　下水道に接続する工事は、衛生上とても大切な工事です
ので、市の指定工事店でなければ行えません。指定工事店
以外での工事は無資格工事となり、工事のやり直しや、過
料（違反に対する金銭）を科せられる場合があります。
■融資あっせん制度をご利用ください
　市では、下水道への接続工事をする際、工事１件につき
30万～40万円を限度額（工事内容で異なります）とする、
工事資金の融資あっせんを行っています。

　現在、市内の下水道は約６万人の方が利用できますが、
その利用率は西条地区で約94％、東予・丹原地区で約80％
と、まだ下水道に接続していない家屋があります。
　下水道が使えるようになった地域の皆さんが下水道に接
続することで、初めて地域一帯の生活環境の改善が進み、
下水道整備の効果が現れてきます。
　下水道が使えるようになった地域で、まだ接続していな
いご家庭は、１日も早く下水道に接続しましょう。

　下水道は良好な生活環境の確保や公共用水域の水質保全
など、市民生活に重要な役割を担っています。
　快適で住みよいまちづくりのため、下水道事業のご理解
とご協力をお願いします。

　下水道にビニールや残飯などの異物や油などが流れ込む
と、下水管や処理施設の故障の原因となり、維持管理費の
増大につながります。下水道はみんなで使う公共の財産で
す。次のことに注意して、下水道を大切に使いましょう。
・排水口に網などを付けて、異物を流し込まない。
・油は紙でふき取り、もえるごみで出す。
・月１回程度、汚水ます内の油やごみを取り除く。

　排水設備、水洗便所への改造など下水道についての相談に
市の下水道担当職員がお答えします。
■日時・場所
●北条新田集会所　９月５日㈬　10時～12時
●氷見土居集会所　９月５日㈬　14時～16時

下水道相談所を開設します

　下水道をテーマにした作品を募集します。各部門の中から
国土交通大臣賞などの作品が選ばれます。
■募集部門・対象
○絵画・ポスター、作文、書道、新聞部門：小・中学生
○標語部門：資格制限なし
■応募期限　11月９日㈮
※作品は下水道業務課が取りまとめて主催者へ送付します。
　詳しくは、下水道業務課へお問い合わせください。
■主催　㈳日本下水道協会、㈱日本水道新聞社

下水道いろいろコンクール作品募集

問
合
せ

　飲食店の厨房からの排水には、下水管の詰まりや悪臭の
原因となる「油脂分」や「生ごみ」が多く含まれています。
管理を怠ると下水管が詰まり、お店の水回りが使えなくな
るだけでなく、近隣の皆さんも排水ができなくなる原因と
なります。グリーストラップの清掃など適正な管理を行っ
てください。

■
後
納
制
度
と
は　

　

国
民
年
金
制
度
で
は
、
保
険
料

を
40
年
納
め
る
こ
と
で
老
齢
基
礎

年
金
を
満
額
受
給
で
き
ま
す
。　

　

し
か
し
、
保
険
料
を
納
め
ら
れ

な
か
っ
た
期
間
が
あ
る
場
合
や
資

格
取
得
な
ど
の
届
出
忘
れ
に
よ
り

国
民
年
金
の
資
格
が
な
い
場
合
に

は
、
年
金
受
給
額
が
少
な
く
な
っ

た
り
、
年
金
そ
の
も
の
が
も
ら
え

な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
事
態
を
避
け
る
た

め
、
昨
年
法
律
が
改
正
さ
れ
、
国

民
年
金
保
険
料
の
納
め
る
こ
と
が

で
き
る
期
間
が
過
去
２
年
か
ら
10

年
に
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

■
後
納
制
度
の
メ
リ
ッ
ト　

○
将
来
受
け
取
る
年
金
額
が
増
額

　

さ
れ
ま
す
。

○
年
金
の
受
給
資
格
が
な
い
方
は

　

受
給
資
格
が
得
ら
れ
る
可
能
性

　

が
あ
り
ま
す
。

■
後
納
制
度
を
利
用
で
き
る
方
　

○
20
歳
～
60
歳
未
満
の
方

　

10
年
以
内
の
未
納
（
免
除
以
外
）

　

や
未
加
入
期
間
が
あ
る
方

○
60
歳
～
65
歳
未
満
の
方

　

10
年
以
内
の
未
納
（
免
除
以
外
）

　

や
未
加
入
、
任
意
加
入
中
に
未

　

納
の
期
間
が
あ
る
方

○
65
歳
以
上
の
方

　

年
金
受
給
資
格
が
な
く
任
意
加

　

入
中
の
方
な
ど

※
老
齢
基
礎
年
金
受
給
中
の
方
は
、

　

申
し
込
み
で
き
ま
せ
ん
。

■
問
合
せ

○
日
本
年
金
機
構

　

新
居
浜
年
金
事
務
所

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

３
５

－

１
３
６
８

○
国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

ＴＥＬ
０
５
７
０

－

０
１
１

－

０
５
０

※
通
話
料
が
必
要
で
す
。

～
日
本
年
金
機
構
～

10
月
１
日
か
ら
国
民
年
金
保
険

料
後
納
制
度
が
始
ま
り
ま
す

　

障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関

す
る
法
律
施
行
令
等
が
次
の
と
お

り
改
正
さ
れ
ま
す
。

■
法
定
雇
用
率　

　

現
行
の
1.8
％
か
ら
2.0
％
へ
引
き

上
げ

■
障
害
者
の
雇
用
状
況
の
報
告
義

務
対
象
と
な
る
民
間
企
業
の
範
囲

　

雇
用
す
る
労
働
者
の
数
が
常
時

56
人
以
上
か
ら
50
人
以
上
へ
拡
大

■
施
行
日　

平
成
25
年
4
月
1
日

■
問
合
せ

○
愛
媛
労
働
局
職
業
対
策
課

ＴＥＬ
０
８
９

－

９
４
１

－

２
９
４
０

○
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
西
条

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

３
０
１
５

障
害
者
の
法
定
雇
用
率
が

引
き
上
げ
に
な
り
ま
す
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市
内
の
道
路
網
整
備
計
画
を
策

定
す
る
中
で
、
現
在
の
都
市
計
画

道
路
網
の
見
直
し
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
こ
の
結
果
、
都
市
計
画
道

路
の
西
条
駅
前
朔
日
市
線
お
よ
び

新
地
北
条
線
に
お
い
て
一
部
区
間

の
廃
止
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
変
更
案
に
係
る
説
明
会
・

公
聴
会
を
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
・
場
所
】

■
説
明
会

○
９
月
11
日
㈫　

19
時
～

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
９
月
12
日
㈬　

19
時
～

　

東
予
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
公
聴
会

○
９
月
27
日
㈭　

19
時
～

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
公
聴
会
で
公
述
を
希
望
さ
れ
る

　

方
（
西
条
市
民
お
よ
び
利
害
関

　

係
者
の
み
）
は
、
都
市
計
画
整

　

備
課
に
お
問
い
合
せ
の
上
、
公

　

述
申
出
書
（
様
式
自
由
）
を
9

　

月
21
日
㈮
（
必
着
）
ま
で
に
提

　

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
公
述
申
出
書
の
提
出
が
無
い
場

　

合
、
公
聴
会
は
中
止
と
な
り
ま

　

す
の
で
、
傍
聴
さ
れ
る
方
は
、

　

開
催
の
有
無
を
ご
確
認
の
上
、

　

お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
変
更
案
内
容
】

■
西
条
駅
前
朔
日
市
線

　

朔
日
市
地
内
の
一
部
区
間

（
延
長
約
７
４
０
㍍
）
の
廃
止

■
新
地
北
条
線

　

北
条
地
内
の
一
部
区
間

（
延
長
約
８
２
０
㍍
）
の
廃
止

【
問
合
せ
】
市
庁
舎
別
館
都
市
計

画
整
備
課　

都
市
計
画
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
３
８

都
市
計
画
道
路
の
変
更
案
に

係
る
説
明
会
・
公
聴
会
を
開
催

　

９
月
１
日
現
在
で
、
新
た
に
登

録
さ
れ
る
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
を

行
い
ま
す
。

■
新
規
登
録
者

　

平
成
４
年
６
月
３
日
か
ら
同
年

９
月
２
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
お

よ
び
平
成
24
年
３
月
２
日
か
ら
同

年
６
月
１
日
ま
で
に
転
入
の
届
出

を
し
た
方
で
、
平
成
24
年
９
月
１

日
現
在
に
お
い
て
、
平
成
24
年
６

月
２
日
か
ら
引
き
続
き
西
条
市
の

住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い

る
方
。

■
縦
覧
期
間

　

９
月
３
日
㈪
～
７
日
㈮

　

８
時
30
分
～
17
時

■
縦
覧
場
所　

市
庁
舎
別
館

　

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
６
３

９
月
定
時
登
録
に
よ
る
選
挙
人

名
簿
新
規
登
録
者
の
縦
覧

地元西条の食材を使ったメニュー

学校給食試食会
11月３日㈯　総合文化会館で開催！

　大阪の中心地「心斎橋」で、西条の地酒を中心に、
多彩で豊かな食材と石鎚山や祭りなど、西条の魅力を
余すことなく発信します。
　ぜひ近郊在住の知人・友人等へご紹介ください。

　地元西条の食材を使った学校給食メニューを味わっ
てみませんか。

日　時　９月23日㈰　11時～17時
場　所　スポニチプラザ大阪
　　　　　大阪市中央区東心斎橋１－19－11
　　　　　鰻谷スクエア１階
内　容　地酒など特産品の試食販売
　　　　観光情報の紹介

日　時　11月３日㈯　11時30分～12時30分
場　所　総合文化会館　小ホール
前売券　230円（200食限定。当日券なし）
販売期間　９月15日㈯～10月21日㈰　
販売所　市庁舎別館教育総務課、各公民館、各図
　　　　書館、総合文化会館、丹原文化会館、各
　　　　総合支所内市教育委員会分室

問合せ　市庁舎本館ブランド戦略課
　　　　℡0897－52－1380 問合せ　市庁舎別館教育総務課　℡0897－52－1609

※試食会は前売券が必要ですので、お買い求めください。
※差別をなくする市民の集い（西条会場）と同時開催です。

■
日
時

　

９
月
28
日
㈮　

９
時
30
分
～

■
場
所　

丹
原
文
化
会
館

■
内
容　

老
人
福
祉
に
功
績
が
あ

っ
た
方
へ
の
表
彰
、
金
婚
者
の
顕

彰
、
記
念
講
演
。

■
問
合
せ　

市
庁
舎
別
館
高
齢
介

護
課　

長
寿
・
い
き
が
い
対
策
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
９
２

老
人
福
祉
大
会

■
日
時　

　

９
月
15
日
㈯　

10
時
～
15
時

■
場
所　

総
合
文
化
会
館

■
内
容　

障
害
の
あ
る
皆
さ
ん
の

社
会
参
加
と
自
立
更
正
を
推
進
す

る
つ
ど
い
。
障
害
者
福
祉
の
功
績

者
へ
の
表
彰
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、

手
作
り
品
即
売
会
な
ど
。

■
問
合
せ

○
市
庁
舎
別
館
社
会
福
祉
課

　

障
害
者
福
祉
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
１
４

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

福
祉
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

障
害
者
福
祉
の
つ
ど
い



広報さいじょう　2012　９月号 16

■
日
時　

10
月
８
日
㈪

　
　
　
　

９
時
～
14
時
30
分

■
場
所　

蕪か
ぶ
ら
さ
き崎
海
岸

　
　
　

（
四
国
中
央
市
土
居
町
）

■
集
合
場
所　

西
条
市
観
光
交
流

セ
ン
タ
ー
前
（
伊
予
西
条
駅
）

■
対
象　

　

小
学
４
年
生
以
上
の
親
子

■
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

■
募
集
開
始

　

９
月
16
日
㈰　

９
時
～

■
申
込
先　

西
条
自
然
学
校

ＴＥＬ
０
８
０

－

５
６
６
７

－

５
３
１
４

■
日
時　

9
月
29
日
㈯　

10
時
～

■
場
所　

ビ
バ
・
ス
ポ
ル
テ
ィ
ア

Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｊ
Ｏ

■
内
容　

ふ
れ
あ
い
を
通
じ
て
障

害
者
福
祉
の
推
進
を
図
る
運
動
会
。

当
日
参
加
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
も

あ
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

○
市
庁
舎
別
館
社
会
福
祉
課

　

障
害
者
福
祉
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
１
４

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

福
祉
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

海
辺
の
い
き
も
の
観
察
会

ふ
れ
あ
い
の
運
動
会

■
開
催
日　

９
月
30
日
㈰　

■
場
所　

愛
媛
県
動
物
愛
護
セ
ン

タ
ー
（
松
山
市
東
川
町
乙
44

－

７
）

■
時
間
・
内
容

○
11
時
～
12
時　

　

動
物
愛
護
セ
レ
モ
ニ
ー

○
12
時
～
15
時
30
分

　

愛
犬
の
し
つ
け
方
教
室
、
お
手

入
れ
相
談
、
動
物
相
談
、
ポ
ニ
ー

乗
馬
体
験
な
ど

※
ペ
ッ
ト
連
れ
で
来
場
す
る
方
は

　

必
ず
リ
ー
ド
を
着
け
、
ほ
か
の

　

方
に
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
、

　

マ
ナ
ー
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

　

愛
媛
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
８
９

－

９
７
７

－

９
２
０
０

動
物
愛
護
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

え
ひ
め
２
０
１
２

【
岡
村
達
雄
油
絵
展
】

■
期
間

　

９
月
15
日
㈯
～
10
月
20
日
㈯　

　

９
時
～
17
時

■
内
容　

50
歳
で
故
千
葉
福
太
郎

先
生
に
師
事
し
、
本
格
的
に
油
絵

を
始
め
て
約
30
年
。
生
ま
れ
育
っ

た
石
鎚
の
あ
る
街
の
風
景
や
、
大

切
な
家
族
の
姿
な
ど
、
長
年
親
し

ん
で
き
た
身
近
な
も
の
へ
の
愛
情

を
感
じ
る
作
品
展
。

■
場
所
・
問
合
せ　

ひ
う
ち
会
館

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
３

－

１
１
３
１

ひ
う
ち
会
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
示
会

■
日
時

　

9
月
29
日
㈯　

9
時
～
15
時

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
内
容　

西
条
市
教
職
員
が
作
成

し
た
美
術
（
趣
味
）
作
品
の
展
示

■
主
催　

　

愛
媛
県
教
育
研
究
協
議
会

　

西
条
支
部

■
問
合
せ　

愛
教
研
事
務
局

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
８

－

０
８
６
９

教
職
員
美
術
展
（
趣
味
展
）

■
日
時　

　

10
月
１
日
㈪　

９
時
～
16
時

　

10
月
２
日
㈫　

９
時
～
15
時

■
内
容　

　

県
農
林
水
産
研
究
所
お
よ
び
県

果
樹
研
究
セ
ン
タ
ー
の
試
験
・
研

究
成
果
の
発
表
、
施
設
・
研
究
ほ

場
の
公
開
な
ど

■
開
催
場
所
・
問
合
せ

○
県
農
林
水
産
研
究
所

（
松
山
市
上
難
波
）

ＴＥＬ
０
８
９

－

９
９
３

－

２
０
２
０

○
県
果
樹
研
究
セ
ン
タ
ー

（
松
山
市
下
伊
台
町
）

ＴＥＬ
０
８
９

－

９
７
７

－

２
１
０
０

農
林
水
産
参
観
デ
ー

■日時　10月12日㈮　13時～17時
■場所　総合文化会館　小ホール
■定員　250人（申込必要・先着順）
■内容　基調講演、各地の取り組み発表、ポスター発表
　　　　　※詳しくはお問い合わせいただくか、市ホームページをご覧ください。

■申込期限　９月14日㈮
■主催　「湧水保全フォーラム全国大会 in さいじょう」実行委員会・西条市

湧水保全フォーラム全国大会 in さいじょう湧水保全フォーラム全国大会 in さいじょう湧水保全フォーラム全国大会 in さいじょう
　西条市の湧水（名水百選『うちぬき』　昭和 60 年選定　環境省）は、市民生活に欠くことのできない正に
命の水であり、湧水は心安らぐまちの象徴になっています。
　この市民の生活と湧水が共存を続けている西条市の活動を全国に伝えるとともに、全国の湧水保全活動の
実態を学び、西条市の湧水を未来に残していくために、今、何を行うことが必要なのかの認識を共有してい
く場として「湧水保全フォーラム全国大会 in さいじょう」を開催します。

■申込先・問合せ　市庁舎別館環境衛生課　水・環境保全係　TEL0897－52－1382
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●日時　９月30日㈰　10時～13時30分
●内容　西条ベジ「ピーマン」を使った料理を３品作
　　　ります。当日はケーブルテレビの取材あり。
●講師　日本料理　和敬（わけい）　竹村竜二氏
●定員　10人（応募多数の場合は抽選）
●参加費　 2 ,500円
●申込期限　９月20日㈭

【臨時休館】　９月10日㈪・24日㈪は清掃作業などのため休館します。

●日時　９月19日㈬　18時30分～20時30分
●内容　基本的なそば打ち体験をします。
●講師　西條そば　甲（きのえ）　荻原甲慎氏　
●定員　10人（応募多数の場合は抽選）
●参加費　 2,000円
●申込期限　９月12日㈬

日　時 場　　所行　　事　　名

行事の日程・場所等は、変更になる場合があります。

２日　8：00 ひうち陸上競技場ほか

しらさ山荘
　　～瓶ヶ森林道

第８回西条市総合体育大会

29日 18：00 ひうち陸上競技場西条ひうち長距離記録会

９日　9：00 ひうち体育館第７回本部長杯空手道選手
権大会（拳剛会空手）

９日　8：00 東予体育館西条市スポーツ少年団
秋季大会（ミニバス）

22日　8：30 東予体育館窪田夕子バスケットボール
教室

９日　9：00 東予運動公園野球場西条市体育協会旗軟式野球
決定戦大会

30日　9：00 東予運動公園テニスコート
第30回市民シングルス
テニス大会

９日　9：30第12回四国のてっぺん
酸欠マラソン大会

第34回西日本西条支部
軟式野球大会 ひうち球場ほか

９月のスポーツカレンダー

16日　8：00
23日　9：00

【
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ェ
ン
の
英
会
話
教
室
】

■
日
時　

10
月
～
平
成
25
年
５
月

（
各
級
全
15
回
・
月
２
回
程
度
）

○
初
級　

火
曜
日

　
　
　
　

10
時
～
11
時
30
分　

○
中
級　

火
曜
日

　
　
　
　

19
時
～
20
時
30
分

○
上
級　

水
曜
日

　
　
　
　

15
時
30
分
～
17
時

■
内
容　

　

新
任
国
際
交
流
員
の
ス
テ
ィ
ー

ヴ
ェ
ン
・
グ
ラ
ボ
ー
ス
キ
（
ア
メ

リ
カ
出
身
）
と
英
会
話
を
楽
し
み

ま
す
。

【
デ
ィ
ン
・
レ
ー
の
ベ
ト
ナ
ム
を
学
ぼ
う
】

■
日
時　

10
月
～
平
成
25
年
５
月

　

木
曜
日　

19
時
～
20
時
30
分

（
全
15
回
・
月
２
回
程
度
）

■
内
容

　

新
任
国
際
交
流
員
の
チ
ュ
オ
ン

・
デ
ィ
ン
・
レ
ー
（
ベ
ト
ナ
ム
出

身
）
と
ベ
ト
ナ
ム
語
の
会
話
や
文

化
を
楽
し
く
学
び
ま
す
。

【
場
所
】　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　

（
も
て
こ
い
元
気
館
）

【
対
象
】　

　

市
内
に
在
住
・
通
勤
し
て
い
る

方
で
、
７
割
以
上
参
加
可
能
な
方

（
学
生
を
除
く
）　

【
受
講
料
】　

５
０
０
０
円

【
申
込
期
限
】　

９
月
14
日
㈮

【
申
込
先
】

市
庁
舎
本
館
総
務
課
国
際
交
流
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
０
６

※
こ
れ
ら
の
講
座
は
専
門
的
な
語

　

学
講
座
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

国
際
交
流
員
語
学
講
座

■
日
時

　

10
月
４
日
～
12
月
13
日
の
木
曜

日
（
10
月
18
日
除
く
。
全
10
回
）

　

10
時
～
11
時
30
分　

■
場
所

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
も
て
こ

い
元
気
館
）

■
内
容

　

外
国
人
に
日
本
語
を
教
え
る
方

法
を
学
ぶ
入
門
講
座
。
身
近
な
外

国
人
支
援
に
つ
な
げ
て
み
ま
せ
ん

か
。

■
対
象
者　

市
内
在
住
者

■
定
員　

20
人

■
問
合
せ　

市
庁
舎
本
館
総
務
課

　

国
際
交
流
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
０
６

日
本
語
教
師
養
成
講
座

【
外
国
人
の
た
め
の
日
本
語
講
座
】

■
日
時　

個
別
相
談
に
応
じ
ま
す
。

※
初
級
か
ら
上
級
ま
で
対
応
可

■
場
所　

西
条
公
民
館

【
外
国
人
児
童
の
学
習
支
援
】

■
日
時　

水
曜
日　

15
時
～
17
時

■
場
所　

西
条
公
民
館

【
放
課
後
子
ど
も
教
室
】

「
国
際
交
流
い
っ
し
ょ
に
あ
そ
ぼ
」

■
日
時
・
場
所

　

第
２
水
曜
日

　

15
時
30
分
～
16
時
30
分

　

西
条
公
民
館

■
日
時
・
場
所

　

第
３
水
曜
日

　

15
時
20
分
～
16
時
30
分

　

玉
津
公
民
館

【
外
国
人
に
よ
る
生
活
支
援
】

■
日
時　

個
別
相
談
に
応
じ
ま
す
。

【
問
合
せ
】　

○
市
庁
舎
本
館
総
務
課

　

国
際
交
流
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
０
６

○
さ
く
ら
日
本
語
の
会
（
近
藤
）

ＴＥＬ
０
９
０

－

６
２
８
８

－

８
５
２
６

外
国
人
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

支
援
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
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■
日
時　

９
月
29
日
㈯
・
30
日
㈰

　
　
　
　

14
時
～
15
時
40
分

■
内
容　

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
が
取
り

組
ん
で
い
る
環
境
活
動
を
楽
し
く

紹
介
。
工
場
見
学
で
は
、
案
内
係

が
先
生
、
子
ど
も
た
ち
は
生
徒
に

な
り
、
ビ
ー
ル
の
製
造
工
程
や
３

Ｒ
の
取
り
組
み
を
学
校
の
よ
う
な

雰
囲
気
で
、
見
学
シ
ー
ト
に
書
き

込
み
な
が
ら
、
環
境
活
動
を
学
び

ま
す
。
（
３
Ｒ
＝
リ
デ
ュ
ー
ス
・

リ
ユ
ー
ス
・
リ
サ
イ
ク
ル
）

■
対
象　

　

小
学
３
年
生
以
上
と
そ
の
家
族

■
定
員　

各
30
人

■
申
込
先
（
要
予
約
）

　

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
四
国
工
場

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
３

－

７
７
７
０

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
四
国
工
場

エ
コ
教
室
（
３
Ｒ
編
）

■
日
時　

　

９
月
15
日
㈯　

10
時
～
15
時

■
集
合
場
所

　

産
業
情
報
支
援
セ
ン
タ
ー

■
テ
ー
マ　

木
は
こ
う
し
て
生
活

空
間
に
な
る
！

■
内
容

「
木
造
り
の
家
」
見
学
会

■
定
員
　
40
人
（
先
着
順
）

■
申
込
先　

西
条
地
産
地
消
の
家

づ
く
り
推
進
協
議
会
事
務
局
（
い

し
づ
ち
森
林
組
合
内
）

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

０
１
８
０

「
地
産
地
消
」

○得
家
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー

■
日
時

○
第
１
回
（
初
級
・
全
７
回
）

　

10
月
２
日
㈫
・
３
日
㈬
・
４
日

㈭
・
５
日
㈮
・
10
日
㈬
・
12
日
㈮

・
17
日
㈬　

13
時
～
15
時

○
第
２
回
（
中
級
・
全
７
回
）

　

10
月
23
日
㈫
・
24
日
㈬
・
26
日

㈮
・
30
日
㈫
・
31
日
㈬
・
11
月
１

日
㈭
・
２
日
㈮　

13
時
～
15
時

■
場
所　

小
松
公
民
館

■
対
象　

60
歳
以
上
の
方

■
内
容　

操
作
の
基
本
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
方
法
な
ど

※
基
本
ソ
フ
ト
は
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ

７
を
使
い
ま
す
。

■
定
員　

各
13
人
（
定
員
を
超
え

た
場
合
は
抽
選
）

■
テ
キ
ス
ト
代　

約
１
５
０
０
円

■
申
込
期
限　

９
月
14
日
㈮

■
申
込
方
法

　

は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢

・
電
話
番
号
・
希
望
の
回
を
記
入

し
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
宛
先　

〒
７
９
３

－
０
０
３
０

　

西
条
市
大
町
７
９
４

－

２

－

2

　

F

－

B

　

簿
記
・
パ
ソ
コ
ン
ス
ク
ー
ル
西
条

■
問
合
せ

　

市
庁
舎
別
館
高
齢
介
護
課

　

長
寿
・
い
き
が
い
対
策
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
９
２

高
齢
者
向
け
パ
ソ
コ
ン
教
室

【
集
客
ア
プ
ロ
ー
チ
セ
ミ
ナ
ー
】

■
日
時　

　

９
月
６
日
㈭　

10
時
～
12
時

■
場
所　

西
条
商
工
会
館
本
所

■
テ
ー
マ

　

お
客
さ
ま
が
ど
っ
と
増
え
る
！

会
社
が
変
わ
る
！
「
色
」
の
力

～
で
き
る
会
社
の
「
色
」
を
使
っ

た
集
客
の
ル
ー
ル
～

■
講
師　

う
え
た　

さ
よ
り
氏　

㈱
ロ
ー
ズ
・
ウ
ェ
ッ
ジ
代
表
取
締

役
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
ナ

ー
、
カ
ラ
ー
ア
ナ
リ
ス
ト

【
申
込
先
】　

○
西
条
商
工
会
議
所
本
所

ＴＥＬ
０
８
９
７

－
５
６

－

２
２
０
０

○
西
条
商
工
会
議
所
東
予
支
所

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
４

－

５
０
０
０

商
工
会
議
所
セ
ミ
ナ
ー

■
日
時　

９
月
９
日
㈰　

10
時
～

11
時
30
分
・
13
時
～
14
時
30
分

■
場
所　

陣
屋
跡
お
堀

■
対
象　

小
学
生
以
上

■
定
員　

15
人

■
参
加
費　

７
０
０
円（
保
険
代
込
）

■
申
込
期
限　

９
月
４
日
㈫

■
申
込
先

　

西
条
市
カ
ヌ
ー
協
会
事
務
局

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
５

－

６
０
４
５

カ
ヌ
ー
体
験
教
室

■
日
時　

９
月
16
日
㈰　

13
時
30

分
～
15
時

■
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
も
て
こ
い
元
気
館
）
研
修
室
２

■
テ
ー
マ

　

Born in M
exico: A H

istorical 
and Cultural O

verview

※
講
座
は
英
語
で
行
い
ま
す
。

■
講
師　

リ
ズ
・
サ
リ
ナ
ス
氏　

カ
ナ
ダ
出
身
、
新
居
浜
市
在
住
英

会
話
講
師

■
申
込
先　

エ
リ
ス
（
西
条
英
語

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
会
長
・
藤
田
）

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

３
４
３
５

国
際
理
解
講
座

■
日
時

　

９
月
24
日
㈪　

14
時
～
17
時

■
場
所　

産
業
情
報
支
援
セ
ン
タ
ー

■
テ
ー
マ　

Facebook

を
活
用

し
て
自
社
を
Ｐ
Ｒ
！
ビ
ジ
ネ
ス
に

つ
な
げ
よ
う
！

■
講
師　

田
所　

宜
己
氏

㈲
ウ
ィ
ン
キ
ュ
ー
ブ
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
代
表
取
締
役

■
定
員　

50
人
（
定
員
を
超
え
た

場
合
は
抽
選
）

■
受
講
料　

１
０
０
０
円

■
申
込
期
限　

９
月
18
日
㈫

■
申
込
先　

市
庁
舎
本
館
も
の
づ

く
り
支
援
課　

農
商
工
連
携
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
４
３
７

生
産
者
・
メ
ー
カ
ー
の
た
め
の

Facebook

活
用
セ
ミ
ナ
ー

【
草
木
染
教
室
】

■
日
時　

９
月
27
日
㈭

　
　
　
　

９
時
30
分
～
12
時

■
定
員　

６
人

■
参
加
費　

８
０
０
円
と
布
代

【
申
込
先
】　
石
鎚
ふ
れ
あ
い
の
里

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
９

－

０
２
０
３

※
開
催
日
の
10
日
前
ま
で
に
お
申

　

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
と

　

な
り
ま
す
。

石
鎚
ふ
れ
あ
い
の
里
体
験
教
室

■
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
研
修

○
管
理
職
が
行
う
ラ
イ
ン
ケ
ア

　

10
月
12
日
㈮　

13
時
～
17
時

　

申
込
締
切
…
10
月
２
日
㈫

　

受
講
料
…
８
４
０
０
円
（
税
込
）

■
問
合
せ

　

㈶
東
予
産
業
創
造
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

６
６

－

１
１
１
１

東
予
産
業
創
造
セ
ン
タ
ー

能
力
開
発
講
座
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看
護
師
等
の
免
許
を
お
持
ち
の

方
で
現
在
、
看
護
業
務
に
就
い
て

お
ら
ず
就
業
を
希
望
す
る
方
に
対

し
て
、
最
近
の
医
療
、
看
護
に
つ

い
て
の
知
識
や
看
護
技
術
の
習
得

と
再
就
業
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

■
日
時　

10
月
９
日
㈫
・
11
日
㈭

・
12
日
㈮　

10
時
～
16
時

■
場
所

　

西
条
中
央
病
院
（
朔
日
市
）

■
対
象

　

保
健
師
、
助
産
師
、
看
護
師
、

准
看
護
師
の
免
許
を
お
持
ち
の
方

で
、
現
在
、
看
護
業
務
に
就
い
て

い
な
い
方

■
内
容　

○
看
護
の
動
向

○
最
近
の
医
療
内
容
と
看
護
業
務

○
看
護
職
員
の
役
割
お
よ
び
病
院

　

に
お
け
る
看
護
部
門
の
役
割

○
看
護
技
術
、
新
薬
の
知
識
、
最

　

近
の
医
療
機
器
、
器
具
お
よ
び

　

そ
の
取
り
扱
い

○
臨
床
実
習
お
よ
び
見
学

○
そ
の
他
必
要
な
科
目

■
受
講
料　

資
料
代
・
演
習
費
と

し
て
実
費
1
日
５
０
０
円

■
申
込
先

　

西
条
中
央
病
院

　

総
務
課
長　

池
内

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

０
３
０
０

看
護
力
再
開
発
講
習
会

　

突
然
、
私
た
ち
の
目
の
前
で
大

切
な
人
が
倒
れ
て
し
ま
っ
た
ら
、

あ
な
た
は
ど
う
し
ま
す
か
？

　

消
防
署
で
は
、
病
気
な
ど
で
倒

れ
た
人
を
救
う
た
め
心
肺
蘇
生
法

や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
な
ど
応
急

手
当
の
講
習
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
大
切
な
人
の
命
を
救
う
た
め
、

あ
な
た
も
ぜ
ひ
、
講
習
会
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

　

９
月
16
日
㈰　

９
時
～
12
時

■
場
所　

西
消
防
署
救
急
実
習
室

■
申
込
先　

○
西
消
防
署
救
急
係

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
８

－

０
１
１
９

○
東
消
防
署
救
急
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
５

－

０
１
１
９

■
日
時

○
給
油
取
扱
所
の
危
険
物
取
扱
者

　

11
月
22
日
㈭　

９
時
～
12
時

○
給
油
取
扱
所
以
外
の
危
険
物
取

　

扱
者

　

11
月
22
日
㈭　

13
時
～
16
時

■
場
所　

東
予
地
方
局
大
会
議
室

■
対
象
者

○
継
続
し
て
危
険
物
の
取
扱
作
業

　

に
従
事
し
て
い
る
危
険
物
取
扱

　

者
は
、
前
回
受
講
日
以
後
に
お

　

け
る
最
初
の
４
月
１
日
か
ら
３

　

年
以
内
に
受
講

○
新
た
に
危
険
物
の
取
扱
作
業
に

　

従
事
す
る
危
険
物
取
扱
者
は
、

　

従
事
す
る
こ
と
と
な
っ
た
日
か

　

ら
１
年
以
内
に
受
講

○
従
事
す
る
こ
と
と
な
っ
た
日
の

　

過
去
２
年
以
内
に
危
険
物
取
扱

　

者
免
状
の
交
付
を
受
け
て
い
る

　

場
合
又
は
講
習
を
受
け
て
い
る

　

場
合
は
、
免
状
交
付
日
又
は
そ

　

の
受
講
日
以
後
に
お
け
る
最
初

　

の
４
月
１
日
か
ら
３
年
以
内
に

　

受
講

■
定
員　

１
２
０
人

■
申
込
期
間

　

９
月
３
日
㈪
～
11
月
20
日
㈫

■
申
請
書
の
配
布
場
所

　

東
予
地
方
局
総
務
県
民
課
、
消

防
本
部
、
西
消
防
署

■
問
合
せ

　

西
条
市
危
険
物
安
全
協
会
（
消

防
本
部
予
防
課
危
険
物
係
内
）

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

０
２
５
１

市
民
救
命
士
養
成
講
習
会

～
応
急
手
当
を
身
に
付
け
よ
う
～

　

消
防
署
で
は
、
自
治
会
・
事
業

所
・
各
種
団
体
な
ど
を
対
象
に
消

火
訓
練
の
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

火
災
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に

食
い
止
め
る
た
め
、
正
し
い
消
火

器
の
使
用
方
法
と
初
期
消
火
を
学

び
、
い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
ま

し
ょ
う
。

■
申
込
先

○
東
消
防
署
消
防
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
５

－

０
１
１
９

○
西
消
防
署
消
防
係

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
８

－
０
１
１
９

正
し
い
消
火
器
の
取
り
扱
い

を
体
験
し
て
み
よ
う

■
日
時　

９
月
27
日
㈭
・
28
日
㈮

　

９
時
～
16
時

■
場
所

　

消
防
本
部
３
階
大
会
議
室

■
受
講
料

　

８
８
０
０
円
（
危
険
物
安
全
協

会
会
員
は
６
３
０
０
円
）

■
テ
キ
ス
ト
代　

４
２
０
０
円

■
申
込
期
限　

９
月
26
日
㈬

■
申
込
先

　

西
条
市
危
険
物
安
全
協
会
（
消

防
本
部
予
防
課
危
険
物
係
内
）

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

０
２
５
１

危
険
物
取
扱
者
試
験

（
乙
種
第
４
類
）
準
備
講
習
会

危
険
物
取
扱
者
法
定
講
習
会

第
10
回
え
ひ
め

ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
参
加
者
募
集

　

ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
障
害
者
の

職
業
能
力
開
発
と
雇
用
促
進
を
図

る
た
め
の
技
能
競
技
大
会
で
す
。

■
開
催
日　

11
月
10
日
㈯

■
場
所　

　

愛
媛
職
業
訓
練
支
援
セ
ン
タ
ー

（
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
愛
媛
）

（
松
山
市
西
垣
生
町
２
１
８
４
）

■
参
加
資
格　

　

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
い

ず
れ
か
を
所
持
す
る
15
歳
以
上
の

方■
競
技
種
目　

○
ワ
ー
プ
ロ
（
視
覚
）

○
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

○
箱
折
り
（
知
的
）

○
喫
茶
サ
ー
ビ
ス
（
知
的
）

○
ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
（
知
的
）

■
申
込
期
限　

９
月
20
日
㈭

■
申
込
先　

愛
媛
高
齢
・
障
害
者

雇
用
支
援
セ
ン
タ
ー　

（
〒
７
９
０

－

０
０
０
６　

松
山

市
南
堀
端
町
５

－

８
）

ＴＥＬ
０
８
９

－

９
８
６

－

３
２
０
１

FAX
０
８
９

－

９
８
６

－

３
２
０
２
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え
ひ
め
若
年
人
材
育
成
推
進
機

構
で
は
、
地
域
社
会
全
体
の
協
力

を
得
て
、
愛
媛
の
子
ど
も
た
ち
が

将
来
生
き
生
き
と
働
く
た
め
の
キ

ャ
リ
ア
教
育
等
の
充
実
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
、
新
た
に
個
人
会

員
の
募
集
を
開
始
し
ま
す
。

　

あ
な
た
も
地
域
の
若
者
育
成
に

一
役
か
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
会
費
使
途
　

　
主
に
地
域
の
中
学
・
高
校
・
大

学
等
へ
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
支
援
に

充
当

■
年
会
費

　

一
口
２
０
０
０
円

■
会
員
特
典

○
会
報
送
付

○
講
演
会
・
交
流
会
等
招
待

■
問
合
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過
去
に
県
沿
岸
部
に
押
し
寄
せ

た
津
波
の
歴
史
記
録
や
痕
跡
等
の

「
津
波
痕
跡
調
査
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
「
実
際
に
昭
和
南
海
地

震
を
体
験
し
た
」
「
過
去
の
津
波

に
関
す
る
伝
承
・
文
献
が
我
が
家

に
残
っ
て
い
る
」
な
ど
、
当
時
の

津
波
情
報
の
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供
に
ご
協
力
い
た

だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
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情
報
は
、
今
後
の
津
波
対
策
に

活
用
い
た
し
ま
す
。
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県
が
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中
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使
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県
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み
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県
内
各
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イ

ベ
ン
ト
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参
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し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
皆
さ
ん
み
き
ゃ
ん
に
会
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来
て
く
だ
さ
い
。
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立
波
方
海
上
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短

期
大
学
校
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ー
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ン
キ
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ン

パ
ス
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実
施
し
ま
す
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　俳優火野正平さんが、寄せられたお便りをもとに自転車で全
国を旅します。愛媛県は10月22日㈪から旅をする予定です。
　皆さんのこころの風景やエピソードを募集します。

■申込方法
　住所、氏名、電話番号、性別、年齢、
思い出の場所（西条市内）、場所にま
つわるエピソードを明記して次の方法
で応募してください。
○番組ホームページ
　　http://www.nhk.or.jp/kokorotabi/  へアクセス
○ファックス　　03－3465－1327　へ送信
○お便り　　　　〒150-8001　ＮＨＫ「こころ旅」係　へ送付
■申込期限　９月28日㈮　必着
■問合せ　ＮＨＫふれあいセンター
　　　　　℡0570－066－066（ナビダイヤル）



●全日本写真連盟東予支部展
　同支部会員による11回目の写真作品を展示。
期間　９月１日㈯～13日㈭
●灯と書展
　手漉き和紙の行灯と書の作品展。
　初日の16日㈰には、14時30分から丹
原公民館大ホールで、書道吟、薩摩琵
琶演奏などの催しが行われます。
期間　９月16日㈰～23日㈰
●七夕フォトコンテスト他写真展
　「丹原七夕夏まつり」をテーマにした写真コンテストの
作品展。季節の花、風景などの協賛作品も展示します。
期間　９月28日㈮～10月12日㈮

【開館時間】８時30分～17時
【９月休館日】月曜日、22日㈯

●特別展「紙の切り絵作品展」
　塩崎剛氏の切り絵作品を展示。小物販売もあります。
９月２日㈰13時からは、切り絵指導会を開催します。　
期間　９月９日㈰まで
●砥部焼作陶展
　多川ひろき氏の作品（砥部焼）展
示会と販売会を実施します。
期間　９月27日㈭～10月６日㈯
●人間国宝「芹沢銈介」展と北陸・関東地方の陶磁器展
期間　10月中旬まで
【開館時間】９時～16時30分
【９月休館日】月曜日（17日開館）、18日㈫、19日㈬、25日㈫

●企画展示「近藤泰山～名工の技と作品～」
　だんじり彫刻師として名を残す近藤泰山は、だんじり
以外にも、仏像・置物・欄間から神社仏閣の堂宮彫刻ま
で幅広く手掛けました。
　今回は、小松町内の神社などを含め、泰山の「知られ
ざる作品とその技」を紹介します。
期間　９月16日㈰～11月11日㈰

【開館時間】９時～17時30分
【９月休館日】水曜日、18日㈫、24日㈪、30日㈰

●市内小・中学生無料開放日
日時　９月１日㈯・８日㈯　10時～12時
●無料クロール教室
日時　９月22日㈯　10時30分～11時
対象　市内小・中学生
●水中モニターで水泳フォームを確認しませんか！
登録料　市民：無料　市外の方：1,000円（年度ごと）
使用料　300円（１回）　　ＤＶＤ録画　200円
【開館時間】10時～21時　【９月休館日】月曜日（17日開館）、18日㈫

【開館時間】オアシス館：９時～18時
　　　　　　椿 交 流 館：10時～22時（札止め21時30分）
【９月休館日】オアシス館：無休　　椿交流館：水曜日

●こころの旅路300里ー歩き遍路らの写真展ー
　巡拝歴約35年の“遍路ジャーナリスト”井上三郎氏が、
結願をめざして、苦楽する歩き遍路らの姿を撮った作品
約20枚を展示。ミニ解説付き。
期間　９月４日㈫～30日㈰
場所　椿交流館
●椿交流館の出展者募集！
　まちづくり展示コーナーに、
あなたの作品を展示してみませんか？
　詳しくはスタッフへご相談ください。

●特別展示　太刀・刀展
　館所蔵の太刀と刀、今年寄贈された短刀と脇差を展示。
期間　９月13日㈭～20日㈭　（最終日は16時まで）
●郷土出身の匠の技展
　京都で活躍している西条市出身の
絵師　菅彩月氏のうちわや扇子など
の作品を紹介。
期間　９月21日㈮～30日㈰

【開館時間】９時～17時
【９月休館日】月曜日（17日開館）、18日㈫、19日㈬、25日㈫

●子規の句碑展（前）
　正岡子規の句碑、歌碑などを、写真と資料で紹介。
期間　９月17日㈪まで
●古代越智氏伝説と史跡
　古代越智氏の伝承とゆかりある社寺、墳墓など紹介。
期間　９月21日㈮～11月９日㈮
●一閑張り作り教室ー生徒募集ー
　柿渋の自然素材を生かし、２日間で１作品を作ります。
日時　10月２日㈫　13時30分～15時30分
　　　10月12日㈮　10時～12時
定員　16人（申込順）　　材料費　200円
必要な物　竹製のザル１個　　申込期限　９月23日㈰

【開館時間】９時30分～18時（土・日曜日は17時まで）
【９月休館日】月曜日（17日開館）、18日㈫、19日㈬、25日㈫
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【開館時間】８時30分～17時
【９月休館日】月曜日（17日開館）、18日㈫、19日㈬、25日㈫

▼　プラネタリウム情報　▼
クレヨンしんちゃん　かすかべ防衛隊
投影開始時間（10分前にはお越しください。約40分投影）
　○火～金曜日：13時30分、15時
　○土・日曜日・祝日：
　　11時、13時10分、14時20分、15時30分　
　※第２・４土曜日の11時の１回目は観覧
　　料無料です。
観覧料　50～200円（幼児・65歳以上無料）

こどもの国　９月の行事予定表

●児童生徒科学展
　市内の小・中学生による科学作品展。
日時　９月８日㈯～９日㈰　９時～16時
場所　こどもの国３階特別展示室

※定員制の行事や教室は早めに、直接または電話でこどもの国へ予約してください。
※10月の行事予定表は、９月15日㈯からこどもの国にあります。

●木工教室
　基礎からの指導で、初めての方でも簡単に作れます。
日時　９月８日㈯・22日㈯　13時30分～15時30分
●水彩画教室
　初めての方でも基礎から習えます。用具は各自で準備。
日時　９月７日㈮・21日㈮　19時～21時
●中高年ピアノ教室
日時　９月５日㈬・26日㈬　13時30分～15時30分
対象　40歳以上の初心者
●９月企画展「トールペイント作品展」
　岡本しずかさんとその生徒による
作品展。
期間　９月１日㈯～20日㈭

【開館時間】９時～22時　
【９月休館日】月曜日（17日開館）、18日㈫、19日㈬、25日㈫

●パンフラワーの四季
　市内在住の高橋みづほさんが
主宰するパンフラワー展。
　メキシコ発祥のパンの花が、
日本で鮮やかに生まれ変わりま
した。四季の移ろいをお楽しみ
ください。
期間　９月４日㈫～29日㈯
●考古学講座
日時　９月13日㈭　13時～15時
テーマ　小松町の遺跡（古墳時代～古代）
講師　愛媛県埋蔵文化財センター　岡田敏彦氏
●火おこし体験
日時　９月16日㈰・17日㈪　11時～15時
※体験希望の方は、考古歴史館までお申込みください。
【開館時間】９時～17時
【９月休館日】月曜日（17日開館）、18日㈫、19日㈬、25日㈫

●写真展「四国特急40周年」
　四国に特急列車が走り出して今年で40年になるのにち
なんで、鉄道友の会四国支部が開催。
　会員らが撮影した「しおかぜ」「南風」などの作品を
展示し、四国の特急列車の変遷をたどります。
期間　９月16日㈰～10月７日㈰
●鉄道模型走行会
　全長約15ｍのＨＯゲージ（軌間16.5ｍｍ）小判形レイ
アウト３系統で、車両を運転します。キハ181系など、
写真展に合わせて四国の歴代特急列車を中心に運転し、
最前部にＣＣＤカメラをつけた車両が映し出す“運転台
展望”もディスプレイ展示。レールのうち１系統は開放
しますので、入館者の方が運転することもできます。
日時　９月16日㈰　11時～15時

電子工作
七色ライト

電子工作教室
電子くさぶえ

９日㈰
10：00～12：00

２日㈰
10：00～12：00

行事・教室名 日　　時 備　　　　考 行事・教室名 日　　時 備　　　　考

１日㈯
13：30～15：30

楽しい英語絵本の読み聞かせ

30日㈰
13：30～15：00

ストーリーテリング
毎週土曜日
11：00～11：30

敬老の日のプレゼント
手作り布ブローチ

２日㈰
13：30～15：30

かみしばい、なぞなぞ、
絵本の読み聞かせなど

８日㈯
10：00～12：00

エコクラフト教室
かんたんかご作り

小学生　定員：20人
材料費：500円

小学生　定員：10人
１～３年生は保護者同伴

小・中学生
小学１～３年生は初級コース

５歳～小学生
定員：30人　幼児は保護者同伴
材料費：500円

囲碁教室
２日㈰
13：30～15：00

太陽や星を見る会（第３回）
夏の星座と星雲・星団

８日㈯
19：30～21：00

５歳児～小学生　定員：30人
幼児は保護者同伴　材料費：500円
作品のお渡しには１週間ほどかかります。

小学３年～中学生
定員：20人　材料費：100円

ポーセラーツ教室
オリジナルの食器作り

29日㈯
13：30～15：30

簡単工作教室
ころころウォーク

小学生　定員：10人
16日㈰
10：00～12：00

15日㈯
13：30～15：30

15日㈯
10：00～12：00

小・中学生
小学１～３年生は初級コース将棋教室

５歳～小学生
定員：20人　幼児は保護者同伴
材料費：200円

小学２～６年生　定員：15人
必要な物：絵の具道具

小学生　定員：20人
材料費：300円

小学生以上　定員：60人
小学３年生以下は保護者同伴

おもしろ紙ねんど教室

絵画教室

イラスト教室

おはなしのへや 毎週土曜日
14：00～14：30

グラスアート教室

問合せ　十河信二記念館（水曜日休館）　℡0897－47－3855
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●ゲーム遊び（要申込）
　９月８日㈯　14時～15時30分　対象：小学生　　定員：15人
●リトミック（要申込）
　９月11日㈫・11月13日㈫・１月22日㈫・２月19日㈫
　の４回コース　　定員：各クラス親子10組
　　①10時～10時30分　　　１歳６か月～２歳未満のクラス
　　②10時40分～11時10分　２歳以上のクラス
●バルーンアート
　９月29日㈯　10時30分～11時30分　
　対象：小学生　　定員：15人
　風船でどうぶつやお花を作ってみよう！　

●茶道クラブ
　９月８日㈯　10時～12時
●リズム教室
　９月15日㈯　10時30分～11時30分　対象：幼児～小学３年生
●敬老の日のプレゼント作り
　　「めがねスタンド作り」（要申込）
　９月15日㈯　13時30分～14時30分
　対象：幼児・小学生　　定員：20人　
●みんなで遊ぼうデー
　９月29日㈯　13時30分～14時30分
　対象：幼児・小学生　　飛び出せロケットを作って遊ぼう！

●土曜あそび隊
　　「光るどろだんご作り」（要申込）
　９月８日㈯　10時～11時30分　　対象：小学生
　定員：20人
●「敬老の日のプレゼント作り」（要申込）
　９月15日㈯　10時～11時30分
　対象：小学生
　定員：20人

●こども映画会「よなよなペンギン」
　９月８日㈯　13時30分～15時
●敬老の日のプレゼント作り「紙皿で作るレターラック」
　９月15日㈯　13時30分～14時30分
　対象：幼児・小学生
●リトミック（要申込）　
　９月26日㈬　10時30分～11時
　対象：２歳～未就学児の親子　　定員：10組

【開館時間】８時30分～17時　　※幼児は、必ず保護者同伴でお越しください。
【９月休館日】月曜日、18日㈫、22日㈯

西条図書館：大町1590　℡0897－56－2668
東予図書館：周布427　  ℡0898－65－4797
丹原図書館：丹原町池田1733－1（丹原総合支所３階）　℡0898－68－8711
小松温芳図書館：小松町新屋敷甲3007－1　℡0898－72－5634

【開館時間】西条図書館：９時～22時　　
　　　　　　　東予図書館・丹原図書館・小松温芳図書館：９時～19時
【９月休館日】西条図書館：10日㈪、30日㈰
　　　　　　　東予図書館：月曜日（17日開館）、18日㈫、19日㈬、
　　　　　　　　　　　　　25日㈫、30日㈰
　　　　　　　丹原図書館：金曜日、18日㈫、24日㈪、30日㈰　　　
　　　　　　　小松温芳図書館：水曜日、18日㈫、24日㈪、30日㈰

●７日・21日（金曜日）
オレンジハイツグラウンド　10：00～10：40
グリーンハイツグラウンド　10：50～11：30
玉津小学校　　　　　　13：00～13：30
田滝小学校　　　　　　14：20～14：50
田野公民館　　　　　　15：10～15：20

●14日・28日（金曜日）
船屋集会所　　　　　　10：00～10：40
玉津団地集会所　　　　10：50～11：20
西条小学校　　　　　　13：00～13：30
桜樹公民館　　　　　　14：30～15：00

●８日・22日（土曜日）
楠河公民館　　　　　　10：00～10：30
庄内小学校　　　　　　10：50～11：20
国安公民館　　　　　　11：40～12：00
多賀小学校　　　　　　13：10～13：40
周布小学校　　　　　　13：50～14：20
吉井公民館　　　　　　14：30～15：00
伊曽乃神社鳥居前　　　15：20～15：40

●２日・16日（日曜日）
千野々バス停前　　　　９：30～10：00
兎之山集会所　　　　　10：20～10：50
舟形バス停横　　　　　11：00～11：30
大郷集会所　　　　　　13：30～14：00
志川集会所　　　　　　　　　　　14：20～14：50
中川公民館　　　　　　15：00～15：30

西条図書館
○ぴょんぴょんお話会
　９月８日㈯　15時～16時　　対象：幼児・小学生
○ぴよぴよお話会
　９月19日㈬　10時～10時30分・10時30分～11時　
　　　　　　　対象：乳幼児以上
東予図書館
○ころころどんぐりお話会
　９月12日㈬　10時30分～　　対象：乳幼児以上
丹原図書館
○ばらっこおはなし会
　９月８日㈯　14時～15時　　対象：幼児以上
○たんたんおはなし会
　９月27日㈭　10時30分～11時　　対象：乳児
小松温芳図書館
○おはなし会　　９月22日㈯　10時30分～　　対象：幼児以上
※その他の講座は各館で配布の「図書館だより」をご覧ください。

●３日・17日（月曜日）
野々市集会所　　　　　10：00～10：30
旧西田郵便局横　　　　10：40～11：10
壬生川小学校　　　　　13：00～13：30
東予北地域交流センター　13：50～14：20
庄内公民館　　　　　　14：40～15：20

●11日・25日（火曜日）
飯岡西原集会所　　　　10：00～10：40
飯岡戻川集会所　　　　10：50～11：20
橘小学校　　　　　　　13：00～13：30
西条西部公園　　　　　13：40～14：10
石根公民館　　　　　　14：30～15：00

●５日・19日（水曜日）
大谷西　　　　　　　　10：00～10：30
西福寺入口　　　　　　10：40～11：10
神戸小学校　　　　　　13：00～13：30
神戸公民館　　　　　　13：40～14：10
氷見公民館　　　　　　14：20～14：50
ウイングサポートセンター　15：10～15：40

●12日・26日（水曜日）
橘公民館　　　　　　　10：00～10：30
グループホームまなべ駐車場　10：40～11：10
飯岡小学校　　　　　　13：00～13：50
生涯学習の館　　　　　14：00～14：40
港新地集会所　　　　　14：50～15：20

●６日・20日（木曜日）
若葉町みんなの広場　　10：00～10：30
ファミリーハイツ北公園　10：40～11：20
禎瑞小学校　　　　　　13：00～13：30
徳田公民館　　　　　　14：00～14：40
吉岡公民館　　　　　　15：00～15：30
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今
年
３
月
号
の
人
権
・
同
和
教

育
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
安
藤
正せ

い
が
く楽

が

県
議
会
議
員
時
代
に
、
教
育
問
題

を
採
り
上
げ
た
際
の
質
問
内
容
と

県
や
議
会
の
対
応
、
そ
の
後
の
経

過
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
正
楽
の
反
戦
平
和
へ

の
気
概
と
人
間
愛
に
溢
れ
た
一
面

を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
、
日

露
戦
役
紀
（
記
）
念
碑
を
紹
介
し

ま
す
。　

　

時
代
は
、
日
清
戦
争
を
経
て
、

日
露
戦
争
が
終
結
し
て
間
も
な
い

明
治
40
年
の
こ
と
で
す
。

　

当
時
は
、
戦
死
者
の
慰
霊
の
た

め
、
各
地
で
慰
霊
塔
や
忠
魂
碑
が

建
立
さ
れ
ま
し
た
。
当
然
の
こ
と

な
が
ら
、
碑
文
は
慰
霊
、
忠
魂
、

護
国
、
英
霊
の
顕
彰
な
ど
を
意
味

し
た
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
請
願
さ
れ
て
書
い

た
正
楽
の
碑
文
は
、
全
く
異
質
の

も
の
で
し
た
。
後
々
大
問
題
に
発

展
す
る
箇
所
が
あ
っ
た
の
で
す
。

　

そ
れ
は
…
、
「
世
界
人
類
の
為

に
忠
君
愛
国
の
四
字
を
滅
す
に
あ

り
」
の
一
文
で
す
。

　

当
時
は
、
国
の
た
め
に
死
ぬ
こ

と
が
最
上
の
名
誉
で
あ
る
と
い
う

時
代
で
あ
っ
た
た
め
、
正
楽
の
深

遠
な
る
人
間
愛
は
理
解
さ
れ
ず
、

明
治
四
十
三
年
に
官
憲
の
知
る
と

こ
ろ
と
な
り
、
逮
捕
拘
留
さ
れ
た

の
で
し
た
。

　

や
が
て
、
時
の
大
逆
事
件
と
は

無
関
係
と
判
り
、
無
罪
放
免
に
な

り
ま
し
た
が
、
正
楽
の
み
な
ら
ず
、

家
族
・
親
戚
筋
に
と
っ
て
も
、
測

り
知
れ
な
い
精
神
的
苦
痛
が
あ
っ

た
と
推
察
さ
れ
ま
す
。

　

さ
て
、
問
題
視
さ
れ
た
日
露
戦

役
紀
（
記
）
念
碑
の
碑
文
で
す
が
、

時
の
官
憲
の
命
に
よ
り
、
削
り
取

ら
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
問
題
の

箇
所
だ
け
を
削
り
取
る
か
、
書
き

直
す
か
と
い
っ
た
議
論
を
経
て
、

結
局
全
文
を
削
り
取
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
し
た
。

　

現
在
で
こ
そ
、
戦
争
行
為
は
人

権
尊
重
の
理
念
の
対
極
に
位
置
す

る
も
の
で
あ
り
、
害
悪
の
最
た
る

も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
正
楽
の
生
き
た
時
代
は
、
自

由
な
発
想
と
発
言
が
「
非
国
民
」

の
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
る
よ
う
な

時
代
だ
っ
た
の
で
す
。

　

こ
の
碑
文
の
な
い
日
露
戦
役
紀

（
記
）
念
碑
は
、
復
刻
さ
れ
た
副

碑
と
と
も
に
反
戦
平
和
の
シ
ン
ボ

ル
と
し
て
八
坂
神
社
に
鎮
座
し
て

お
り
、
「
本
当
の
勇
気
と
は
何

か
」
、
「
人
間
は
如
何
に
生
き
る

べ
き
か
」
、
「
平
和
の
尊
さ
」
な

ど
を
今
も
私
た
ち
に
語
り
か
け
て

く
れ
て
い
ま
す
。

絵画が寄贈されました
　このほど、画家の秋山一夫さん（下島山在住）から、
市に絵画が寄贈されました。
　秋山さんは、東京のインド大使館で個展『インド麗
し』を６月に開催され、多くの来場者を魅了しました。
また、愛媛県美術会常任評議員を務められるなど、市
内外で活躍されています。心より感謝申し上げます。

日　　時　９月10日㈪～16日㈰
　　　　　月～金曜日：８時30分～19時
　　　　　土・日曜日：10時～17時
電話番号　0570－003－110（ナビダイヤル）
　　　　　※携帯電話からも接続できます。
　　　　　※一部ＩＰ電話からは接続できません。
相談担当　人権擁護委員・法務局職員
問 合 せ　松山地方法務局　℡089－932－0888

全国一斉　　　　　　
「高齢者・障害者の
　　人権あんしん相談」
　　　　　　　強化週間

　

次
の
方
々
か
ら
ご
厚
志
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
順
不
同　

敬
称
略
）

■
個
人

○
越
智　

優
（
吉
田
）

○
野
口
葭
子
（
周
布
）

○
故
一
色
伸
二
（
三
津
屋
）

○
故
鈴
木
万
由
（
安
用
出
作
）

■
各
種
団
体

○
西
条
北
中
学
校

○
愛
媛
県
東
予
地
方
局
課
税
課

○
み
ず
ほ
倶
楽
部

○
西
部
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
木
彫
教
室

○
う
し
ろ
の
し
ょ
う
め
ん
だ
〜
れ

○
小
松
陶
芸
ク
ラ
ブ

○
歌
謡
同
好
会
北
斗
星

ま
ご
こ
ろ
銀
行
へ

　高齢者・障害のある人の人権問題に関するあら
ゆる相談に電話で応じます。
（予約不要・無料・秘密厳守）

続・安藤正楽に学ぶ
西条市教育委員会 小松分室№94
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　色が濃くてツヤがあり、触っ
てもフカフカせずにハリのある
ピーマンがおすすめです。
　常温でも日持ちしますが、水
気があると傷みやすいので、ビ
ニール袋に入れて冷蔵庫の野菜
室で保存してください。

　ピーマンは肉や油と相性が良いので、茹でるより
は、焼いたり、サラダに入れたりすると苦みが少な
くなります。みじん切りにしてハンバーグに混ぜた
り、かわいい形にくり抜いたりするのも良い方法で
す。親がおいしそうに食べると、子どもはまねをし
たくなるので、一緒に食べてください。

野菜嫌いの克服には！

栄養士チェック
　ピーマンの栄養は成熟の度合いに伴って増えていきます。
代表的なビタミンＣにはメラニン色素の分解作用があるので
夏の日焼け対策に最適です。体の粘膜を強くして免疫力をつ
けるビタミンＡやコレステロールの吸収を抑制する葉緑体、
毛細血管の壁を丈夫にするビタミンＰも多く含まれます。

栄養価（１人分当たり）

材　料（３人分）

①　鶏もも肉と塩麹をビニール袋に入れてよくもみ、１時
　間ほど漬けたら取り出して、一度水で塩麹を洗い流し、
　黒コショウで下味をつける。
②　ニンニク、赤トウガラシ、オリーブオイルを弱火にか
　けて香り出しをし、①の鶏もも肉を一緒に炒め、フタを
　して弱火で約５分、引っくり返して中火で約３分焼く。
③　ピーマンは縦半分に切ってヘタと種を取り除く。
④　③のピーマンに②の具材を詰め込み、４分の１にカッ
　トしたミニトマトを乗せる。
⑤　オーブントースターのトレーにアルミホイルを敷き、
　④を乗せたら、上からアルミホイルでフタをする。
⑥　あらかじめ熱したオーブントースターで、約７分蒸し
　焼きにして、ピーマンに熱が通ったら一度取り出す。
⑦　⑥に溶けるチーズを乗せて、オーブントースターで約
　３分焼く。チーズが溶けていれば完成。

　

ピ
ー
マ
ン
と
い
う
名
は
フ
ラ
ン
ス
語
の

「
ピ
マ
ン
」
、
も
し
く
は
ス
ペ
イ
ン
語
の

「
ピ
ミ
エ
ン
ト
」
が
由
来
と
さ
れ
、
共
に

ト
ウ
ガ
ラ
シ
を
意
味
し
ま
す
。
そ
の
名
の

通
り
ピ
ー
マ
ン
は
、
辛
み
の
少
な
い
ト
ウ

ガ
ラ
シ
の
仲
間
で
す
。

　

一
般
的
に
出
回
っ
て
い
る
ピ
ー
マ
ン
は

緑
色
の
中
型
種
で
す
が
、
こ
れ
は
未
熟
な

う
ち
に
収
穫
し
た
も
の
で
、
完
熟
す
る
と

赤
や
黄
色
に
な
り
、
甘
み
が
増
し
ま
す
。

赤
・
オ
レ
ン
ジ
・
黄
色
な
ど
カ
ラ
フ
ル
な

大
型
種
の
ピ
ー
マ
ン
は
「
パ
プ
リ
カ
」
と

呼
ば
れ
、
中
型
種
に
比
べ
て
肉
厚
で
甘
み

が
あ
り
、
生
食
に
も
向
い
て
い
ま
す
。

　

独
特
の
香
り
や
苦
味
に
よ
っ
て
、
特
に

酒ダイニング　つじ丸
曽我部数也さん

ジュニア野菜ソムリエ
安藤みどりさん

　自家製の野菜を中心に地元の食
材にこだわり、仲間や恋人同士で
気軽にゆったりとくつろげるお店
をめざしています。新鮮なピーマ
ンと、はやりの塩麹を効かせた鶏
肉の相性は抜群です。晩酌のお供
に、ぜひお試しください。

エネルギー ‥‥‥‥‥‥ 187kcal　　　タンパク質 ‥‥‥‥‥‥‥ 11ｇ
脂質‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥13 .7ｇ

写真調整中

子
ど
も
か
ら
敬
遠
さ
れ
る
野
菜
で
し
た
が

昨
今
は
く
せ
の
な
い
味
に
改
良
さ
れ
、
と

て
も
食
べ
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ピ
ー
マ
ン
に
含
ま
れ
る
豊
富
な
ビ
タ
ミ

ン
Ｃ
は
加
熱
し
て
も
損
な
わ
れ
に
く
く
、

油
と
一
緒
に
食
べ
る
と
カ
ロ
テ
ン
の
吸
収

率
を
高
め
ま
す
。

鶏もも肉（２cm角切り） 　　　　　　　赤トウガラシ ‥‥‥‥‥‥ １本
　　　　 ‥‥‥‥‥‥‥‥ 150ｇ　　　オリーブオイル ‥‥‥ 大さじ１
塩麹 ‥‥‥‥‥‥‥‥大さじ1 .5  　　ピーマン ‥‥‥‥‥‥‥‥ ３個
黒コショウ ‥‥‥‥‥‥‥　少々　　　ミニトマト ‥‥‥‥‥‥‥ ３個
ニンニク（みじん切り）‥‥ ３片　　　溶けるチーズ ‥‥‥‥‥‥ 適量

毛細血管の壁を丈夫にするビ夫にする細血管の

酒ダイニング　つじ丸

材
気軽
をめ
ン
肉の
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ハンドボール競技人口の拡大をめざし…

質の高い救急搬送で救える命を確実に

被災地の子どもたちに夏の思い出を

西条産の旬の野菜をおいしく料理

子ども防災サミット・キャンプ 懸念される事態に備え地域防災力の強化を

「森はともだち」推進事業 防災研修

　救急搬送の質の向上
を目的にメディカルコ
ントロール症例検討会
が開催され、県内各地
の救急隊員や救急医療
機関の医師・看護師な
ど200人を超える関係
者が参加しました。
　さらなる知識や技能
の習得に燃える参加者
のまなざしは、真剣そ
のものでした。

▲

使
命
感
あ
ふ
れ
る
参
加
者
が
埋
め
た
会
場

　ハンドボールの元日本代表で主将としても活躍した中川善雄先
生による体験教室には、約70人の子どもたちが参加。先生の分か
りやすい説明と丁寧な指導で、教室の最後にはミニゲームで熱戦
を展開していました。当市のハンドボール競技人口の増加と、そ
の中から日本を代表する選手が輩出されることを願っています。

▲

中
川
先
生
の
指
導
で
メ
キ
メ
キ
上
達
！

　「西条ベジ
（西条産のお
いしい野菜や
果物）」を、
もっと食べそ
の魅力をさら
に知ってもら
おうと、野菜
ソムリエと連
合婦人会によ
る交流料理教
室が開催され
ました。

　防災士資格をお持ちの皆さんを対象に、専門的知識のさらなる
習得と地域の防災リーダーとして活躍いただくため、防災士連絡
協議会総会・防災士フォローアップ研修会が開催されました。
　飯岡防災士協議会の戸田宣廣会長による事例発表の後、風水害
を想定した災害図上訓練などにも取り組みました。

　福島第二原発事故のため外で遊べない夏休みを送る福島県の子
どもたち20人を招き、８月９日からの４日間、大保木・壬生川の
両公民館でさまざまな体験活動にチャレンジしてもらいました。
　当市の子どもたちやボランティアの人たちも、すてきな夏の思
い出をづくりをお手伝いできればと大奮闘していました。

　８月８日には、市内各中学
校の代表31人が、平成16年の
台風災害で大きな被害を受け
た大保木公民館を訪れ、防災
講座の受講や防災伝言板の製
作などを行いました。

　７月26日の第１回子ども防災サ
ミットで参加動機や抱負などを発
表した市内全小学校の代表児童60
人が、続いて８月８日・９日に飯
岡小学校で行われた防災キャンプ
へ参加。平成16年の台風災害によ
る被災場所の見学やタウンウォッ
チング、初期消火や救急法などを
体験しました。当日は、東日本大
震災の被災地である気仙沼市の教
育委員会の方が訪れ、この取り組
みの状況を視察しました。

▲

図
上
訓
練
と
は
い
え
真
剣
そ
の
も
の

▲
橘
小
学
校
児
童
と
の
交
流

防災に取り組む 地域のパワー 　～ 日ごろの備えが大きな力に ～　

　食材はいずれも当市で収穫された旬のものばかりで、少し手を
加えただけでもほとばしるほどのおいしさ。参加した皆さんは、
西条野菜のすばらしさを再認識していました。

▲

地
元
の
野
菜
を
お
い
し
く
料
理
！

中央公民館で開催され
た防災サミット（上の２
点）と、飯岡小学校での
防災キャンプの様子

　小学校６年生に
向けた防災に関す
る取り組み「12歳
教育」をフォロー
アップするものと
して、中学校１年
生を対象に実施し
ている「森はとも
だち」推進事業。

防
災
に
関
す
る
取
り
組
み
の
必
要
性
を
学
び
ま
し
た
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7/29  波しぶきに輝く夏休みの思い出 海の恩恵に感謝しながら…  研修の船

8/4  おかげん祭 市民 花火大会 7/25  清らかな流れを守り続ける大切さを実感

7/28～29  小松町 ふるさと 祭り8/5～7  丹原 七夕 夏まつり

炎暑に負けない 地域のパワー 　～ 節電の夏に大きく炸裂 ～　

　海の日である７月16日、東予港沖の燧灘を航行するオレンジフ
ェリー船内で開催した「研修の船」。海に関する講座や海洋環境
教室、救命胴衣の着用実習などに、約800人の小中学生らが参加
しました。また、自分の住むまちの海岸部が大きく発展しつつあ
る様子を、海上から確認する機会ともなりました。

　安全な楽しみ方を学びながら海と親しむ「マリンフェスタin西
条」が開催され、650人もの来場者で西条港はにぎわいました。
　エンジン付きゴムボートや水上バイクの試乗には長い行列がで
き、また、今治海上保安部の巡視艇「いよなみ」の操舵室に入る
ことのできる船内見学や体験乗船も人気を集めていました。

　川にすむ生き物の種類を調べることで、その河川の水質を判定
する水生生物調査。今年も加茂川で開催された「水と親しむ青空
教室」では、参加した子どもたちによってエルモンヒラタカゲロ
ウ・ヒゲナガカワトビケラ・ヘビトンボなどが観察され、加茂川
の水質が良好に保たれていることを確認することができました。

　鷺森神社の管弦祭に先立つものとして、旧暦の６月17日に行わ
れている「おかげん祭市民花火大会」。会場の壬生川内港を埋め
尽くした観客の皆さんは、夜空を彩る4500発もの一瞬の芸術に、
暑さも忘れて見入りました。特に、空一面に大輪の花を咲かせた
15号玉の打ち上げでは、大きな歓声が上がっていました。

　例年をしのぐ多くの人
でにぎわった小松町ふる
さと祭り。元気な奴たち
に先導された大名行列や
小松音頭踊り、そして昨
年から加わったダンス小
松囃子 KOMATSU-BAYASHI
では、参加者と沿道の観
客によって中町・駅前通
りは人の波で埋め尽くさ
れていました。
　天候にも恵まれ各催し
会場とも笑顔の絶えない
２日間となりました。

　趣向を凝らした七夕
飾りが、約１㎞に及ぶ
商店街を彩る丹原七夕
夏まつり。宵闇に照明
で浮かび上がった華麗
な笹飾りが続く様は、
息を飲むほどの美しさ
です。そのアーチの下
では、地元の人々によ
る盆踊りや、遠路駆け
付けた吉野連の皆さん
の阿波踊りが、途切れ
ることなく続いていま
した。

▲
 

救
命
胴
衣
の
着
用
方
法
も
教
わ
り
ま
し
た

▲
 

海
の
上
で
も
安
全
運
転
！

▲
 

水
の
中
の
生
き
物
に
興
味
深
々

▲

ど
こ
ま
で
も
続
く
人
の
波

▲
 

お
腹
の
底
に
ま
で
響
く
轟
音
！

▲

七
夕
飾
り
も
揃
い
の
浴
衣
姿
も
ど
ち
ら
も
艶
や
か
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作
品
募
集

　

作
品
（
俳
句
・
川
柳
・
短
歌
の
別
を
書
き
、
漢
字
に

は
ふ
り
が
な
を
振
っ
て
く
だ
さ
い
）・
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
明
記
し
、
毎
月
１
日
ま
で
に
担
当
課
へ
郵

送
・
持
参
し
て
く
だ
さ
い
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市
庁
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広
報
情
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係

　
　
　
　

ＴＥＬ
０
８
９
７
―
５
２
―
１
２
０
４
（
直
通
）

▲さくら日本語の会
　で勉強中の
　宮崎のえみさん

                                  　　　　　　  はじめまして。私は、宮崎のえみです。「のえ」と
　　　　　　　　　　　　　　　　呼んでください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　私は、ペルーの首都リマから来ました。ペルーの国は
、　　　　　　　　　　　　　　　南アメリカにあります。ペルーで一番有名な所は、イン
　　　　　　　　　　　　　　　　カ帝国のマチュピチュです。
　　初めて西条に来て、驚いたことがありました。西条の人たちは、話す時「の～え。の～
　え」と話していたので、私のことを呼んでいると思いました。でも、後で「の～え」は西
　条の方言だとわかりました。
　　西条のお水は、冷たくて、とてもおいしいです。特に、夏は最高です！
　　西条公民館で、さくら日本語の会の先生たちに日本語や日本文化を教えてもらっていま
　す。そして、西条公民館と玉津公民館で、放課後子ども教室の「国際交流いっしょにあそ
　ぼ」のスタッフをして、ペルーの国のことを紹介しています。とてもおもしろくて楽しい
　です。
　　最近、西条に住んでいる外国人に、ボランティアで生活ガイドもしています。困ってい
　る外国人が喜んでくれて、うれしいです。
　　西条の人たちは、わからないことを教えてくれて、とても親切です。
　　私は、西条に住むことができて、うれしいです。

はじめまして

広
報
さ
い
じ
ょ
う
８
月
号
33
ペ
ー
ジ
「
さ
い
じ
ょ
う
文
芸
広
場
」
の
俳
句
作
品
の

作
者
名
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
次
の
と
お
り
訂
正
し
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

■
作
品　

無
人
駅
な
れ
ど
燕
の
子
沢
山　
　

野
口
八
千
代
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■行政相談
○９月４日㈫・10月２日㈫  13時～15時　市民会館（東予総合支所隣）
　問合せ　東予総合支所総務課　℡0898－64－2700内線134
○９月11日㈫　９時～12時　丹原福祉センター　　
○９月25日㈫　９時～12時　中川公民館
　問合せ　丹原総合支所総務課　℡0898－68－7300内線229
○９月11日㈫　13時～15時　市庁舎本館市民生活課
　問合せ　市庁舎本館市民生活課　℡0897－52－1243
○９月21日㈮　13時～15時　小松農村環境改善センター
　問合せ　小松総合支所総務課　℡0898－72－2111内線215
■人権相談
○９月11日㈫　13時～17時　東予農村環境改善センター
　問合せ　東予総合支所総務課　℡0898－64－2700内線134
○月～金曜日（祝日除く）　８時30分～17時15分
　松山地方法務局西条支局
　問合せ　松山地方法務局西条支局　℡0570－003－110
　　　　　西条人権擁護委員協議会　℡0897－56－0188
■法律相談　弁護士による法律相談（定員15人、１人15分）
　事前予約が必要。先着順（予約受付は９月３日㈪～）
○９月12日㈬・26日㈬　13時～17時　市庁舎本館市民生活課
　問合せ　市庁舎本館市民生活課　℡0897－52－1493
○９月19日㈬　13時～17時　市民会館（東予総合支所隣）
　問合せ　東予総合支所総務課　℡0898－64－2700内線134
■消費生活相談　　月～金曜日（祝日除く）　
○８時30分～17時15分　市庁舎本館市民生活課　℡0897－52－1495
　　　　　　　　　　　各総合支所総務課（電話番号は12頁上段掲載）
○９時～19時　愛媛県消費生活センター　℡089－925－3700
■司法書士法律無料相談（相続、遺言、多重債務相談を含む）
　９月11日㈫　10時～12時（受付は11時15分まで）
　市民会館（東予総合支所隣）
　問合せ　愛媛県司法書士会　℡0898－68－3373　担当：池田
■社会保険出張相談
　９月12日㈬　10時～15時30分　西条商工会議所
　問合せ　新居浜年金事務所　℡0897－35－1362
　年金定期便のお問い合わせは専用ダイヤル0570－058ー555へ
■社会保険等相談
　９月13日㈭　10時～16時　市民会館（東予総合支所隣）
　問合せ　市庁舎本館商工労政課　℡0897－52－1482
■お酒の悩み相談
　９月26日㈬　18時～19時　総合福祉センター３階会議室１
　問合せ　西条断酒会　℡0897－55－8030　担当：辻本
■青少年電話相談
◆ヤングテレホン　月～金曜日（祝日除く）８時30分～17時
　℡0897－52－2828（青少年育成センター）
◆いじめ相談ダイヤル24　毎日24時間受付
　℡0570－0－78310（ＰＨＳ・ＩＰ電話は℡089－960－8522）

■子育て相談
◆カウンセラーによる専門的相談（教育・発達、医療など）
　土・日曜日　10時～16時　総合福祉センター（もてこい元気館）
　問合せ　地域子育て支援センター「ひだまり」　℡0897－55－1018
◆平日の子育て相談（地域子育て支援センター）
　○ひだまり　　総合福祉センター内　℡0897－55－1018
　○おさなごゆめの城　飯岡保育園内　℡0897－55－2311
　○らっこ・はうす　東予南保育所内　℡0898－64－3112
　○たんぽぽくらぶ　小松東保育所内　℡0898－72－2538
　○さくらんぼ　中川さくら保育園内　℡0898－73－2141
■女性児童各種相談　受付時間：８時30分～17時15分
◆家庭児童相談　月～金曜日（祝日除く）
　市庁舎別館女性児童福祉課、東予総合支所市民福祉課
◆婦人相談（ＤＶ相談含む）
　月・火・木・金曜日（祝日除く）市庁舎別館女性児童福祉課
　毎週水曜日（祝日除く）　　　　東予総合支所市民福祉課
◆母子自立相談
　火・水・金曜日（祝日除く）　市庁舎別館女性児童福祉課
　月・木曜日（祝日除く）　　　　東予総合支所市民福祉課
◆ＤＶ専門相談（夫やパートナーからの暴力についての相談）
　毎週水曜日（祝日除く）　市庁舎別館女性児童福祉課
　問合せ　市庁舎別館女性児童福祉課　℡0897－52－1373
　　　　　東予総合支所市民福祉課　　℡0898－64－6767
■心配ごと相談
○総合福祉センター（もてこい元気館）　℡0897－53－0880
　月～金曜日（祝日除く）　13時～16時
○東予総合福祉センター（ほほえみプラザ）　℡0898－64－2600
　月・金曜日（祝日除く）　９時～12時
○丹原福祉センター　℡0898－76－2433
　毎週火曜日（祝日除く）　９時～12時
○小松地域福祉センター　℡0898－72－6363
　第２・４水曜日（祝日除く）　13時～16時
　問合せ・主催　社会福祉協議会　各支所
■補聴器相談会
　９月19日㈬　10時～15時　市庁舎本館１階1 0 2会議室
　　　　　　　　　　　　　東予総合支所１階１会議室
　問合せ　市庁舎別館社会福祉課　℡0897－52－1214
■精神障害者の家族相談会
　９月20日㈭　13時30分～15時30分
　総合福祉センター２階社会活動団体室
　問合せ　さくら家族会（さくらんぼハウス内）℡0897－53－1803
■不動産無料相談
　９月８日㈯　13時～15時　
　宅建協会西条支部（明屋敷57－11兵庫ビル２階）
　問合せ ・ 主催　宅建協会西条支部　℡0897ー55ー0988
■無料不動産相談
　９月10日㈪　13時～15時
　西条商工会議所東予支所　℡0898－64－5000
　主催　宅建協会周桑支部、西条商工会議所

■東予若者サポートステーション出張相談会
日時　９月４日㈫・25日㈫　13時～17時（完全予約制）
場所　ハローワーク西条
問合せ　東予若者サポートステーション　℡0897－32－2181
　　月～水・金曜：10時～18時　木曜：11時30分～19時30分
■無料司法書士法律相談所
日時・場所　10月２日㈫　10時～15時　市民会館（東予総合支所隣）
　　　　　　10月６日㈯　10時～15時　総合文化会館
内容　不動産の相続・売買の登記、供託手続、訴訟手続など
問合せ　愛媛県司法書士会　℡089－941－8065
■全国一斉法務局休日相談所
日時　９月23日㈰　10時～15時
場所　松山地方法務局西条支局（受付は１階総務係）
問合せ　松山地方法務局西条支局　℡0897－56－0188

■高齢者・障害者のための成年後見相談会
日時　９月23日㈰　10時～15時（受付は14時30分まで）
場所　新居浜ウイメンズプラザ
問合せ　リーガルサポートえひめ支部　℡089－941－8065
■不動産鑑定士による不動産に関する無料相談会
日時・場所　10月1日㈪　10時～16時　総合福祉センター
内容　価格・賃料・売買などの不動産に関すること
問合せ　公益社団法人愛媛県不動産鑑定士協会
　　　　℡089－941－8827
■障害者相談支援センター相談会
日時　９月13日㈭　10時～12時
場所　東予総合福祉センター２階ふらっと
問合せ　西条市社会福祉協議会　℡0898－64－2600
　　　　知的障害者更生施設星の里　℡0897－53－1112
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高
齢
者
が
骨
折
を
し
や
す
い
場
所

　

高
齢
者
で
歩
く
事
が
不
自
由
に

な
り
、
介
護
が
必
要
と
な
る
原
因

の
第
一
位
は
脳
卒
中
、
第
二
位
は

骨
折
で
す
。

　

骨
折
を
生
じ
や
す
い
場
所
は
、

上
腕
骨
・
前
腕
骨
・
肋
骨
・
脊
椎

・
大
腿
骨
で
す
。

　

な
か
で
も
歩
行
が
不
自
由
と
な

り
〝
寝
た
き
り
〟
に
近
づ
く
骨
折

は
、
大
腿
骨
の
股
関
節
に
近
い
と

こ
ろ
で
生
じ
る
大
腿
骨
近
位
部
骨

折
で
す
。

　

そ
の
場
所
は
ズ
ボ
ン
の
ポ
ケ
ッ

ト
の
入
り
口
あ
た
り
で
す
。

　

こ
の
骨
折
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た

物
に
つ
ま
づ
い
た
り
、
廊
下
や
ト

イ
レ
の
床
が
ぬ
れ
て
い
て
滑
っ
た

り
、
イ
ス
や
ベ
ッ
ド
か
ら
落
ち
る

な
ど
の
転
倒
（
転
ぶ
）・
転
落
が

原
因
と
な
り
ま
す
。

　

骨
折
を
生
じ
る
と
、
立
て
な
い

・
歩
け
な
い
・
痛
く
て
動
け
な
い

な
ど
の
症
状
が
転
倒
直
後
よ
り
起

こ
り
ま
す
。

　

動
く
と
痛
く
、
自
家
用
車
に
座

る
こ
と
が
難
し
い
た
め
、
１
１
９

番
に
電
話
し
て
状
況
を
話
し
、
救

急
車
で
病
院
に
運
ん
で
も
ら
い
ま

し
ょ
う
。

大
腿
骨
近
位
部
骨
折
と
は

　

大
腿
骨
近
位
部
骨
折
は
、
股
関

節
の
中
で
折
れ
る
大
腿
骨
頚
部
骨

折
と
、
少
し
下
側
の
股
関
節
の
外

で
折
れ
る
大
腿
骨
転
子
部
骨
折
に

分
か
れ
ま
す
。

　

こ
の
骨
折
を
治
療
す
る
に
は
、

ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
手
術
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

手
術
方
法

　

手
術
に
は
次
の
二
つ
の
方
法
が

あ
り
ま
す
。

①
大
腿
骨
頚
部
骨
折

○
骨
折
部
が
ず
れ
て
い
る
場
合
は
、

　

骨
が
癒ゆ

ご
う合

し
な
い
可
能
性
が
高

　

い
の
で
骨
の
頭
を
入
れ
換
え
る

　

方
法
、
つ
ま
り
大
腿
骨
頭
置
換

　

術
を
行
い
ま
す
。

（
図
１　

人
工
骨
頭
置
換
術
）

○
骨
折
部
が
ず
れ
て
い
な
い
場
合

　

は
、
ネ
ジ
釘
で
骨
折
を
固
定
す

　

る
骨
接
合
術
を
行
う
こ
と
も
あ

　

り
ま
す
。

②
大
腿
骨
転
子
部
骨
折

○
こ
の
場
所
は
骨
が
癒
合
し
や
す

　

い
の
で
、
骨
接
合
術
を
行
い
ま

　

す
。

（
図
２　

大
腿
骨
転
子
部
骨
接
合
術
）

手
術
時
間
な
ど

　

手
術
は
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
下

半
身
の
麻
酔
で
行
い
、
手
術
時
間

は
い
ず
れ
の
場
合
も
約
１
時
間
程

度
で
す
。

（
西
条
市
民
病
院
で
も
手
術
を

行
っ
て
い
ま
す
）

手
術
後
の
リ
ハ
ビ
リ

　

90
歳
以
上
の
方
で
も
手
術
を
し

ま
す
。
手
術
を
し
な
い
と
歩
く
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

手
術
後
は
、
原
則
的
に
手
術
の

次
の
日
よ
り
車
椅
子
で
移
動
し
、

立
位
保
持
や
歩
行
練
習
を
開
始
し

ま
す
。

　

歩
行
が
可
能
と
な
れ
ば
、
退
院

し
て
も
ら
い
ま
す
。

　

退
院
の
前
に
は
再
度
転
倒
し
て

骨
折
し
な
い
よ
う
、
自
宅
の
生
活

環
境
を
見
せ
て
も
ら
い
、
玄
関
や

風
呂
・
ト
イ
レ
に
手
す
り
を
付
け

た
り
、
段
差
を
少
な
く
し
た
り
、

ベ
ッ
ド
を
レ
ン
タ
ル
す
る
な
ど
自

宅
改
修
の
計
画
を
立
て
ま
す
。

　

こ
の
費
用
に
対
し
て
は
介
護
保

険
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

急
性
期
病
院
の
整
形
外
科
病
棟

や
、
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
病
棟
で
は
、
約
三
分
の
一
の
患

者
さ
ん
は
転
倒
・
転
落
に
よ
る
骨

折
が
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

骨
折
し
や
す
い
年
齢
な
ど

　

大
腿
骨
近
位
部
骨
折
は
70
歳
こ

ろ
か
ら
起
こ
り
や
す
く
な
り
、
年

齢
と
と
も
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

女
性
に
多
く
、
男
性
の
約
４
倍

の
頻
度
で
す
。

　

女
性
は
60
歳
こ
ろ
よ
り
徐
々
に

骨
が
も
ろ
く
な
る
「
骨
粗
し
ょ
う

症
」
が
増
え
る
か
ら
で
す
。

骨
粗
し
ょ
う
症
の
予
防

　

骨
粗
し
ょ
う
症
を
予
防
す
る
た

め
に
は
、
次
の
こ
と
が
必
要
で
す
。

①
普
段
よ
り
良
く
歩
く 

②
カ
ル
シ
ウ
ム
の
多
い
食
物
を
食

　

べ
る

③
日
光
に
少
し
当
た
る

（
木
陰
で
よ
い
）

　

こ
の
よ
う
に
し
て
足
腰
や
骨
が

し
っ
か
り
し
た
体
を
つ
く
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

西条市医師会会員
西条市民病院整形外科部長　首藤貴

高
齢
者
の
骨
折

〜
大
腿
骨
近
位
部
骨
折
〜
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９月の乳幼児相談

11日㈫　９：30～11：00　中央保健センター

13日㈭　９：30～11：00　田野公民館

６日㈭　９：30～11：00　丹原保健センター

３日㈪　９：30～11：00　東予保健センター

14日㈮　９：30～11：00　小松保健センター

■赤ちゃん健康情報
◆ぽかぽか広場
　妊娠や出産、育児などについての相談や
情報交換が行えます。
　相談には助産師・保育士・保健師・栄養
士などの専門スタッフが応じ、問題解決に
向けて一緒に考えます。
※２週間以内に感染症にかかった方、接触
　された方、治って間もない方の来場は、
　ご遠慮ください。
○日時　毎週火曜日（祝日除く）
　　　　10時～15時（受付：14時30分まで）
○場所・問合せ　中央保健センター
◆チェリーくらぶ
　子どもの遊び場や保護者の方が気軽にお
しゃべりのできる空間を提供しています。
○日時　毎週月・木曜日（祝日除く）
　　　　９時～16時
○場所・問合せ　小松保健センター

■成人向け健康相談
◆健康栄養相談（予約制）
　受付時間：13時30分～16時
○中央保健センター　９月10日㈪
○東予保健センター　９月３日㈪
○丹原保健センター　９月18日㈫
○小松保健センター　９月24日㈪

■西条保健所情報
◆エイズ血液検査・相談（匿名・無料）
　毎週月曜日（祝日除く）　10時～11時
◆骨髄バンク登録（要予約）
　毎週月曜日（祝日除く）　９時～15時
◆精神保健相談（要予約）
　９月24日㈪　13時30分～15時30分
◆難病医療相談（要予約）
　９月25日㈫　13時30分～15時30分
○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300

■９月の献血
◆パルティ・フジ東予店　９月19日㈬
　10時～11時30分・12時30分～16時
◆フジグラン西条
　９月25日㈫　10時～16時
○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300

※場所　中央：中央保健センター、東予：東予保健センター、小松：小松保健センター
※必要な物　母子健康手帳・アンケート（育児のしおり内）
※対象地区の場所以外で受診される場合は、事前に中央保健センターへご連絡ください。

９月の乳幼児健康診査
内容 期日 受付時間 場所 対象児 地区

３カ月児
健診

13：00～14：00

小松 小松

11日㈫
20日㈭

25日㈫

19日㈬
13日㈭

４日㈫
27日㈭

13：00～13：30 東予 東予平成24年５月１日～
５月31日の出生児

平成24年５月１日～
６月30日の出生児13：00～13：30

中央 西条

１歳６カ
月児健診 13：00～13：30 東予 東予・丹原・小松

東予・丹原・小松

平成23年２月１日～
２月28日の出生児

13：00～14：00 中央 西条

３歳児
健診

13：00～13：30 東予 平成21年８月１日～
８月31日の出生児13：00～14：00 中央 西条

　野菜の効果や効能を学習し、１日の摂取目安量
である350gの量を実際に目で見て体験するなど、
野菜の上手な食べ方や調理方法を身につけます。
対象　市内在住の方で、特定保健指導対象者、食と健康に興味のある方

野菜を食べよう教室
参加者募集！

▼野菜を食べよう教室　９月の日程等　　　　　　※申し込みは１週間前まで受付

小松保健センター 15人９月19日㈬ 講義　９時30分～11時
調理実習　11時～13時

場所・申込先 開催日 定員 受講時間

※10月は中央保健センターで実施予定

内容　カロリー編：食べ物のカロリーを知って、理想の体重に近づこう
　　　バランス編：食事バランスガイドを知って、体の内側から美しくなる

▼食事のツボ講座　９月・10月の日程等　　　　　※申し込みは前日まで受付

中央保健センター

東予保健センター

丹原保健センター

小松保健センター

場所・申込先

13時30分～15時

バランス編

10月17日㈬

10月３日㈬

カロリー編

９月26日㈬

９月24日㈪

９月10日㈪

９月21日㈮

受講時間

体の中から健康になる　食事のツボ講座

ー

ー

※総合健診について詳しくは「平成24年度健康カレンダー」をご覧いただ
　くか、各保健センターへお問い合わせください。

健康診査の対象者（平成25年３月31日現在）
○18～39歳の方
○国民健康保険に加入する40～74歳の方
○後期高齢者医療制度の加入者
　（受診日において75歳以上の方等）

肝炎ウイルス検診の対象者（平成25年３月31日現在）
○40歳以上の方
○過去に肝炎ウイルス検診を受診していない41歳以上の方

がん検診の対象者（平成25年３月31日現在）
●胃がん検診　　18歳以上の方
●肺がん検診　　18歳以上の方
●大腸がん検診　　30歳以上の方
●腹部超音波検診　30歳以上で明治～昭和の偶数年生まれの方
●前立腺がん検診　50歳以上の男性で明治～昭和の偶数年生まれの方
●乳がん検診　30歳以上の女性で明治～昭和の偶数年生まれの方
●子宮頚がん検診　18歳以上の女性

10 月の総合健診日程・場所・申込先 健康診査、肝炎ウイルス検診、がん検診
受付時間：●…８時30分～11時　　◎…８時30分～11時（診察時間　９時30分～11時）
　　　　　■…８時30分～11時、13時10分～14時　　●…13時10分～14時　　◆…８時30分～10時

●10月３日㈬は、女性のみを対象とした健診です。

大腸 超音波 前立腺 乳エコー乳マンモ 子宮肺
● ● ● ●●

がん検診 申込先実施場所日程

東予保健センター
℡0898－64－5333

中央保健センター
℡0897－52－1215

丹原保健センター
℡0898－68－7300

小松保健センター
℡0898－72－6515

10／１ ㈪
10／２ ㈫
10／３ ㈬
10／31 ㈬
10／11 ㈭
10／26 ㈮
10／27 ㈯
10／23 ㈫
10／24 ㈬
10／30 ㈫

西
条

地
区

東
予

丹
原

小
松

東予保健センター

飯岡公民館

中央保健センター

健康診査
肝炎ウイルス検診

● ● ● ●●
● ● ●●
● ● ● ●●
● ● ● ●●
● ● ● ●●
● ● ● ●

● ●

●●
● ● ●

●

●
●

●

● ● ●●

10／９ ㈫

桜樹公民館
田野公民館

●

●

● ● ● ● ■

■
■

■
■

●

●

●
●

●
●
●

●

●小松農村環境
改善センター

胃

●
●

●

●
●
●
●
●

●

●

◎

◎

中川公民館

■

■

●■
◆◆ ◆ ◆ ◆ ◆

　ポリオワクチンが次のように変わります。「生ワクチン」は、病原性を弱めたウイルスが入っており、強い免疫ができ
ますが、稀に麻痺などのポリオにかかったときと同じ症状がでることがあり、「不活化ワクチン」（ウイルスを殺して製
造するワクチン）へ切り替えることになりました。これに伴い10月に予定し、健康カレンダーでお知らせしておりました、
保健センターでの生ワクチンの接種は中止しますのでご注意ください。
■主な変更点
●ワクチンの種類　「生ポリオワクチン」から「不活性化ポリオワクチン」へ変更
●接種回数　「２回」から「４回（初回３回、追加１回）」へ変更
●接種間隔　「６週間」から「初回：20日から56日まで。追加：初回接種終了後６カ月以上」へ変更
●対象年齢（変更なし）　「生後３カ月から90カ月（７歳６カ月）未満」
●標準年齢　「生後３カ月から18カ月未満」から
　　　　　　「初回：生後３カ月から12カ月。追加：初回接種終了後12カ月から18カ月未満」へ変更
●接種方法　「経口接種（口から飲む）」から「皮下注射」へ変更
●接種場所　「市保健センター」から「県内の協力医療機関（小児科が中心）」へ変更
●接種期間　「５月および10月」から「通年」へ変更
※生ポリオワクチンを１回接種済の方は、２回目以降不活化ワクチンの接種を行い、合計で４回の接種を行ってください。
※追加接種は、９月１日現在、法定接種にはなっておりません。正式に法定接種に位置付けられ次第、お知らせします。
※海外等で既に不活化ポリオワクチンを１～３回接種されている方は、４回接種となるよう不足分の接種を受けられます。 
※四種混合（三種混合＋ポリオ）ワクチンは、11月の接種開始の予定です。
■問合せ　総合福祉センター内　健康増進課健康推進係　℡0897－52－1427

総合福祉センター（もてこい元気館）
９月15日㈯に臨時休館します
　総合福祉センター（もてこい元気館）で
は、９月15日㈯に受水槽と貯湯槽の清掃作
業を行います。作業に伴い断水となるため
当日は臨時休館します。
問合せ　中央保健センター

　７月に完了認定証を交付された方は次のとおりです。（敬称略）
◆全国１周完了（10,310㎞）　○元根　功（氷見乙）　○渡邉　光（国安）
◆北海道１周コース（2,190㎞）　○篠原政禎（丹原町池田）
◆九州１周コース（1,840㎞）　○中西貞二（西泉甲）
◆四国１周コース（940㎞）
○川上元章（朔日市）
○渡辺哲也（喜多台）
○髙橋　滋（丹原町今井）
○月原保廣（丹原町来見）
○鈴鹿伸治（小松町妙口）



広報さいじょう　2012　９月号33

９月の乳幼児相談

11日㈫　９：30～11：00　中央保健センター

13日㈭　９：30～11：00　田野公民館

６日㈭　９：30～11：00　丹原保健センター

３日㈪　９：30～11：00　東予保健センター

14日㈮　９：30～11：00　小松保健センター

■赤ちゃん健康情報
◆ぽかぽか広場
　妊娠や出産、育児などについての相談や
情報交換が行えます。
　相談には助産師・保育士・保健師・栄養
士などの専門スタッフが応じ、問題解決に
向けて一緒に考えます。
※２週間以内に感染症にかかった方、接触
　された方、治って間もない方の来場は、
　ご遠慮ください。
○日時　毎週火曜日（祝日除く）
　　　　10時～15時（受付：14時30分まで）
○場所・問合せ　中央保健センター
◆チェリーくらぶ
　子どもの遊び場や保護者の方が気軽にお
しゃべりのできる空間を提供しています。
○日時　毎週月・木曜日（祝日除く）
　　　　９時～16時
○場所・問合せ　小松保健センター

■成人向け健康相談
◆健康栄養相談（予約制）
　受付時間：13時30分～16時
○中央保健センター　９月10日㈪
○東予保健センター　９月３日㈪
○丹原保健センター　９月18日㈫
○小松保健センター　９月24日㈪

■西条保健所情報
◆エイズ血液検査・相談（匿名・無料）
　毎週月曜日（祝日除く）　10時～11時
◆骨髄バンク登録（要予約）
　毎週月曜日（祝日除く）　９時～15時
◆精神保健相談（要予約）
　９月24日㈪　13時30分～15時30分
◆難病医療相談（要予約）
　９月25日㈫　13時30分～15時30分
○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300

■９月の献血
◆パルティ・フジ東予店　９月19日㈬
　10時～11時30分・12時30分～16時
◆フジグラン西条
　９月25日㈫　10時～16時
○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300

※場所　中央：中央保健センター、東予：東予保健センター、小松：小松保健センター
※必要な物　母子健康手帳・アンケート（育児のしおり内）
※対象地区の場所以外で受診される場合は、事前に中央保健センターへご連絡ください。

９月の乳幼児健康診査
内容 期日 受付時間 場所 対象児 地区

３カ月児
健診

13：00～14：00

小松 小松

11日㈫
20日㈭

25日㈫

19日㈬
13日㈭

４日㈫
27日㈭

13：00～13：30 東予 東予平成24年５月１日～
５月31日の出生児

平成24年５月１日～
６月30日の出生児13：00～13：30

中央 西条

１歳６カ
月児健診 13：00～13：30 東予 東予・丹原・小松

東予・丹原・小松

平成23年２月１日～
２月28日の出生児

13：00～14：00 中央 西条

３歳児
健診

13：00～13：30 東予 平成21年８月１日～
８月31日の出生児13：00～14：00 中央 西条

　野菜の効果や効能を学習し、１日の摂取目安量
である350gの量を実際に目で見て体験するなど、
野菜の上手な食べ方や調理方法を身につけます。
対象　市内在住の方で、特定保健指導対象者、食と健康に興味のある方

野菜を食べよう教室
参加者募集！

▼野菜を食べよう教室　９月の日程等　　　　　　※申し込みは１週間前まで受付

小松保健センター 15人９月19日㈬ 講義　９時30分～11時
調理実習　11時～13時

場所・申込先 開催日 定員 受講時間

※10月は中央保健センターで実施予定

内容　カロリー編：食べ物のカロリーを知って、理想の体重に近づこう
　　　バランス編：食事バランスガイドを知って、体の内側から美しくなる

▼食事のツボ講座　９月・10月の日程等　　　　　※申し込みは前日まで受付

中央保健センター

東予保健センター

丹原保健センター

小松保健センター

場所・申込先

13時30分～15時

バランス編

10月17日㈬

10月３日㈬

カロリー編

９月26日㈬

９月24日㈪

９月10日㈪

９月21日㈮

受講時間

体の中から健康になる　食事のツボ講座

ー

ー

※総合健診について詳しくは「平成24年度健康カレンダー」をご覧いただ
　くか、各保健センターへお問い合わせください。

健康診査の対象者（平成25年３月31日現在）
○18～39歳の方
○国民健康保険に加入する40～74歳の方
○後期高齢者医療制度の加入者
　（受診日において75歳以上の方等）

肝炎ウイルス検診の対象者（平成25年３月31日現在）
○40歳以上の方
○過去に肝炎ウイルス検診を受診していない41歳以上の方

がん検診の対象者（平成25年３月31日現在）
●胃がん検診　　18歳以上の方
●肺がん検診　　18歳以上の方
●大腸がん検診　　30歳以上の方
●腹部超音波検診　30歳以上で明治～昭和の偶数年生まれの方
●前立腺がん検診　50歳以上の男性で明治～昭和の偶数年生まれの方
●乳がん検診　30歳以上の女性で明治～昭和の偶数年生まれの方
●子宮頚がん検診　18歳以上の女性

10 月の総合健診日程・場所・申込先 健康診査、肝炎ウイルス検診、がん検診
受付時間：●…８時30分～11時　　◎…８時30分～11時（診察時間　９時30分～11時）
　　　　　■…８時30分～11時、13時10分～14時　　●…13時10分～14時　　◆…８時30分～10時

●10月３日㈬は、女性のみを対象とした健診です。

大腸 超音波 前立腺 乳エコー乳マンモ 子宮肺
● ● ● ●●

がん検診 申込先実施場所日程

東予保健センター
℡0898－64－5333

中央保健センター
℡0897－52－1215

丹原保健センター
℡0898－68－7300

小松保健センター
℡0898－72－6515

10／１ ㈪
10／２ ㈫
10／３ ㈬
10／31 ㈬
10／11 ㈭
10／26 ㈮
10／27 ㈯
10／23 ㈫
10／24 ㈬
10／30 ㈫

西
条

地
区

東
予

丹
原

小
松

東予保健センター

飯岡公民館

中央保健センター

健康診査
肝炎ウイルス検診

● ● ● ●●
● ● ●●
● ● ● ●●
● ● ● ●●
● ● ● ●●
● ● ● ●

● ●

●●
● ● ●

●

●
●

●

● ● ●●

10／９ ㈫

桜樹公民館
田野公民館

●

●

● ● ● ● ■

■
■

■
■

●

●

●
●

●
●
●

●

●小松農村環境
改善センター

胃

●
●

●

●
●
●
●
●

●

●

◎

◎

中川公民館

■

■

●■
◆◆ ◆ ◆ ◆ ◆

　ポリオワクチンが次のように変わります。「生ワクチン」は、病原性を弱めたウイルスが入っており、強い免疫ができ
ますが、稀に麻痺などのポリオにかかったときと同じ症状がでることがあり、「不活化ワクチン」（ウイルスを殺して製
造するワクチン）へ切り替えることになりました。これに伴い10月に予定し、健康カレンダーでお知らせしておりました、
保健センターでの生ワクチンの接種は中止しますのでご注意ください。
■主な変更点
●ワクチンの種類　「生ポリオワクチン」から「不活性化ポリオワクチン」へ変更
●接種回数　「２回」から「４回（初回３回、追加１回）」へ変更
●接種間隔　「６週間」から「初回：20日から56日まで。追加：初回接種終了後６カ月以上」へ変更
●対象年齢（変更なし）　「生後３カ月から90カ月（７歳６カ月）未満」
●標準年齢　「生後３カ月から18カ月未満」から
　　　　　　「初回：生後３カ月から12カ月。追加：初回接種終了後12カ月から18カ月未満」へ変更
●接種方法　「経口接種（口から飲む）」から「皮下注射」へ変更
●接種場所　「市保健センター」から「県内の協力医療機関（小児科が中心）」へ変更
●接種期間　「５月および10月」から「通年」へ変更
※生ポリオワクチンを１回接種済の方は、２回目以降不活化ワクチンの接種を行い、合計で４回の接種を行ってください。
※追加接種は、９月１日現在、法定接種にはなっておりません。正式に法定接種に位置付けられ次第、お知らせします。
※海外等で既に不活化ポリオワクチンを１～３回接種されている方は、４回接種となるよう不足分の接種を受けられます。 
※四種混合（三種混合＋ポリオ）ワクチンは、11月の接種開始の予定です。
■問合せ　総合福祉センター内　健康増進課健康推進係　℡0897－52－1427

総合福祉センター（もてこい元気館）
９月15日㈯に臨時休館します
　総合福祉センター（もてこい元気館）で
は、９月15日㈯に受水槽と貯湯槽の清掃作
業を行います。作業に伴い断水となるため
当日は臨時休館します。
問合せ　中央保健センター

　７月に完了認定証を交付された方は次のとおりです。（敬称略）
◆全国１周完了（10,310㎞）　○元根　功（氷見乙）　○渡邉　光（国安）
◆北海道１周コース（2,190㎞）　○篠原政禎（丹原町池田）
◆九州１周コース（1,840㎞）　○中西貞二（西泉甲）
◆四国１周コース（940㎞）
○川上元章（朔日市）
○渡辺哲也（喜多台）
○髙橋　滋（丹原町今井）
○月原保廣（丹原町来見）
○鈴鹿伸治（小松町妙口）
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休日の当番病医院　９時から18時までは休日夜間急患センター（℡0897－52－2001）をご利用ください。
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平日夜間の当番病医院　内科は19時から22時までは休日夜間急患センター（℡0897－52－2001）をご利用ください。
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■日　時　９月27日㈭　13時30分～15時
■場　所　東予総合福祉センター
■対　象　精神障害のある方の家族、関心のある方
■講　師　アキクリニック　平田勝豪氏
■問合せ　ＮＰＯ法人石鎚　℡0897－53－1803

　平成23年11月の１カ月間に、西条市内救急告示病院で受診
した全救急患者のうち、82.5％の方が軽症の患者でした。
　休日や夜間、救急病院に軽症の患者さんが集中し、医師の
負担が増え、安易な救急車の呼び出しで出動回数が増加し、
重症な患者さんの搬送に困るケースも増加しています。
　このままでは、皆さんに適切な医療を提供できなくなる恐
れがあり、それを防ぐため、『愛媛の救急医療を守る１４３
万人の県民運動（愛救１４３運動）』を実施しています。こ
れは医療機関や救急車の適切な利用を、皆さん一人ひとりに
心がけていただく取り組みですので、ご協力をお願いします。

休日や夜間の当番病医院の確認
○広報さいじょうの当番病医院
○えひめ救急医療ネット　http://www.qq.pref.ehime.jp/
○消防署の音声案内サービス　℡0897－58－2200
お子さんの急な病気やけが
○小児救急医療電話相談　℡＃8000

総合福祉センター内　地域医療課　℡0897‒52‒1395

愛媛県の救急医療体制

症状に応じた救急医療機関の役割分担

●地域の中核病院が交代で担当
入院や手術が必要な重症状の患者

二次救急

●救命救急センター
脳卒中など特に症状の重い患者

三次救急

●休日夜間急患センター
●在宅当番医

比較的症状の軽い患者
初期救急

症
状
・
緊
急
度

普段からの３つの心がけ
①日ごろから『かかりつけ医』を持つ。
②健康診断や検診で、病気の予防や早期発見に努める。
③家庭で薬を常備する。
受診に当たっての３つの心がけ
①なるべく通常の診療時間内に受診する。
②救急車で搬送されても、軽症の場合は通常の受付順と
　なる場合があることに留意する。
③休日や夜間で比較的症状の軽い場合は西条市休日夜間
　急患センター、在宅当番病医院(１次救急)を利用する。

～家族が知りたい統合失調症～
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ら
く
親

し
ま
れ
て
き
た
お
川
狩
り
も
、
近

年
は
参
加
者
が
減
少
し
て
い
ま
し

た
。
そ
ん
な
中
、
地
元
の
禎
瑞
小

学
校
で
は
「
親
子
ふ
れ
あ
い
交
流

体
験
事
業
」
と
し
て
、
全
校
児
童

が
こ
の
お
川
狩
り
に
参
加
し
て
い

ま
す
。
竜
宮
さ
ん
に
見
守
ら
れ
な

が
ら
、
今
年
も
子
ど
も
た
ち
が
大

き
な
投
網
の
花
を
咲
か
せ
て
く
れ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

N 龍神社

産業道路バイパス

中
山
川

加
茂
川

禎瑞

難波

撮
影：

十
亀
茂
樹

No.85　アカエリヒレアシシギ（旅鳥）
　全長19㎝、チドリ目ヒレアシシギ科の旅鳥で、春と秋の渡り
の季節に群れで海上を渡り、流れ藻に止まって休憩しています。
名前のとおり足指に水かきがあり、夏羽では頸から胸が赤褐色
になりますが、秋には換羽して灰色になっています。西条では
禎瑞や高須の水を入れた休耕田などでまれに見られています。

第
81
回　

乙
女
川
の
川
狩
り
と
龍
神
社

平成24年７月末日現在
住民基本台帳登録数 (    )内は前月比

人　口　114,862 人 （＋909人）

　男　　  55,180 人 （＋594人）

　女　　  59,682 人 （＋315人）

世　帯　  49,499世帯（＋758世帯）

■市政だより
　0897ー53ー1500（常時）

■当番病医院
　0897ー58ー2200（常時）

■災害情報
　0897ー55ー5551（発生時）

 暑い日が続き、冷たいものばかり食べ
たり、飲んだりしています。冷たいもの
をが続くと体によくないとわかっている
のですが、仕事を終え、帰宅し、渇いた
喉を潤す「はじめの一杯」の魅力にもう
一杯もう一杯と、手がのびています。
　「自分へのご褒美が待っている」と考
えると仕事に、さらに力が入っている自
分をまるで、ニンジンを目の前につるさ
れた馬のようだと感じながらも、仕事ス
ピードを上げる方法としては有効かなと
思っています。馬にニンジン…。自分の
生まれた年はウサギなのでウサギにニン
ジン…。体に良い、ニンジンジュースに
してみようかな。（し）

昨
年
の
川
狩
り
で
も

　

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
が
大
活
躍
！

樹高約20mの黒松が、海風か
ら竜宮さんを守っています



※催物については、主催者の都合で変更することがあります。【９月の休館日】 毎週月曜日（17日開館）、18日㈫、19日㈬、25日㈫

受講料　500円
受講券取扱所
　総合文化会館
　丹原文化会館

９/17 13時30分開演　総合文化会館小ホール月

西条市文化講演会　ふるさとへの感謝状
　　～音楽活動、兄弟や母、ふるさとへの想いと感謝～

受講料　500円　
受講券取扱所　
  市庁舎別館社会教育課、総合・丹原文化会館、
  各総合支所内教育委員会分室、中央公民館、
  各公民館、 各図書館
問合せ　市教育委員会社会教育課　℡0897－52－1254

西条市文化講演会　ふるさとへの感謝状
　　～音楽活動、兄弟や母、ふるさとへの想いと感謝～

９/28 19時開演　総合文化会館大ホール金

講演中の託児を希望される方は、前日までに社会教育課へお申し込みください。

　シンガーソングライター・佐田玲子さんが音楽活動への想いや、
兄・さだまさしとの兄弟愛や母への想い、ふるさとへの想いと感謝
をテーマに、トークとアコースティックＬＩＶＥを行います。

※催物については、主催者の都合で変更することがあります。【９月の休館日】 毎週月曜日（17日開館）、18日㈫、19日㈬、25日㈫

℡0897－52－1360

℡0898－64－2141
13：30

▼ 丹 原 文 化 会 館 　 丹原町田野上方2131－1　℡0898－68－3555
月 日 曜 行　　事　　名 開 場 開 演 会　場 入場料 問 合 せ

市教育委員会人権教育課
９ 市内小・中・高等学校児童生徒による人権意識を高める

ためのポスター・標語の展示　※８日は20時、９日は16時まで展示
土
日

８
９

差別をなくする市民の集い日

9：00
無　料

大ホール

小ホール

鶯哥塾歌謡祭
９ 13：00

9：00 9：30 大ホール 無　料 鶯哥塾16
22
23
28

日
土
日
金

吹奏楽クリニック（楽器別）
第３回カラー愛ランドin西条　※17時まで
第８回西条市老人福祉大会

9：00
10：00
9：00

9：30

9：30

全　館
全　館
大ホール

500円
無　料

（一部参加費必要）

無　料

℡0898－68－3555丹原文化会館
℡0898－68－3555丹原文化会館
℡0897－52－1292西条市高齢介護課

30 日 第９回四国交流フォーラムＩＮえひめ 9：00 9：30 大ホール 地域の方無料
（会員等は必要） 愛媛県地域密着型サービス協会 ℡089－989－2550

リフォームよしだ西条店

松田歌謡教室 ℡0897－57－9209

総合文化会館

総合文化会館

℡0897－53－5500

竹ダンス（若原） ℡0897－56－6348

▼ 総 合 文 化 会 館 　 神拝甲79－4　℡0897－53－5500
月 日 曜 行　　事　　名 開 場 開 演 会　場 入場料 問 合 せ
９ 小ホール10：00リフォーム大相談会 in 西条市総合文化会館　※17時まで土

日
１
２
土
日

１
２
日２ 9：15 9：30松田歌謡教室　演歌の祭典

没後三回忌特別企画展　
平山郁夫と文化勲章の巨匠たち　※１日は18時、２日は17時まで

日９ 大ホール13：30 14：00芸術文化地産知賞シリーズ　髙畑綾ジョイントコンサート

日９

小ホール11：30 12：00

10：00

第５回西条名水重陽茶会　※15時まで

無　料

2000円

16

20

日

木

社交ダンスパーティー

友の会恒例　生バンド演奏でおくる　うたごえ喫茶 18：00 18：30

大ホール

無　料

無　料

第３回未来予想図 13：00
無　料

㈳西条青年会議所 ℡0897－56－3238

1000円

℡0897－53－55009：00

小ホール

展 示 室 株式会社ＷＡＯ！ ℡0120－001－286

℡0120－17－8851

７ 金 第９回西条うちぬき寄席「桂三若・桂文鹿　二人会」 18：30 19：00 小ホール 3000円 西条落語を聴く会 ℡080－2997－6998

喫 茶 室
展 示 室

大　人：700円
子ども：300円

総合文化会館 ℡0897－53－5500小ホール13：00 13：3017 月 第５回芸術文化地産知賞講座
「祭礼文化と西条の祭り」　講師：福原敏男氏 500円

総合文化会館友の会事務局 ℡0897－53－5500
22 土 13：30 小ホール 無　料

第19回玉津歌謡発表会 11：30 玉津歌謡愛好会（髙橋） ℡0897－56－478923 日 12：00 大ホール 無　料
28 金 西条市文化講演会　講師：佐田玲子（シンガーソングライター）

第８回紅葉ＡＳＣ歌謡祭30 日
18：30
9：30

19：00
10：00

大ホール
大ホール

500円
無　料

℡0897－52－1254
紅葉ＡＳＣ（川口） ℡0897－56－7542
市教育委員会社会教育課

伊曾乃祭礼細見図（部分）　東京国立博物館所蔵
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